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はじめにＩ． 

国際ツーリズムであれ国内ツーリズムであれ，ツーリズム(1)の発達とこ

れに対応する地域開発や都市開発のためには，欠くことのできない主体と

施設がある。まずなによりも，旅行をする主体＝ツーリストが旅行の必要
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Ｉｌｌｉや職種的意義を認知し，火際に旅行をするｌｌｌｉＩＩＩ１的かつ金銭的余裕を持つ

必要がある。第２に，ツーリストにとって魅ﾉﾉとなるツーリズム対象がな

ければならない。ツーリズム対象は観光資ｊｊ(と呼ばれることが多いが，ｌＬｌ

然の恵みだけでなく，人ＩＨＩの|ﾐ作物や活動もまたツーリズムの対象となる。

鋪３に，日帰りツーリズムを除けば，ツーリストを受け入れる場所にriliiillI

I(11没が|;M発されなければならない。第４に，ツーリストのｌ１Ｉｌ住地と［Ｉ的地

を結ぶ交通機DMやlXl述するインフラが整備されなければならない。’二1的地

が比較的広域にわたるUli合には，’二1的地域内での父１１１インフラの盤Ⅲiや交

jljm機関の充実が図られなければならない。第５に，ツーリスト，ツーリズ

ム対象，nV泊施設，文j､機ＩＨＩを結び付けるコーディネータ，すなわちツー

リズム１１W品というサービスを(|{産するツアーオペレータという』ﾐ体が必喫

である。第６に，オペレータとツーリストの'''１に,Iって，いわばサービス

の小売り機能を果たすff11iiの旅行エージェンシーが必幽である。妓後に，

これらの６つの要索のいずれに対しても，Ulllillや}'１１巡政漿を迦じて影響を

1Ｊえうる政府・地刀ＩＷ１体という=1{体も芳慮に入れなければならない。

本稿は，ツーリズムに'''１接ULlわる'二の７つのＩ災然（ツーリスト，宿ir1施

設，ツーリズム対象，父jlnインフラ・機関，ツアーオペレータ，各種の旅

行エージェンシー，政Ｉ付・'11〃'二１桁（水）のうち1ｉＷ''１施設に焦点を当てて，

lRI際ツーリズムにおいて特にI-l党しい発股を遂げたトルコ(２１のアンタリヤ

の災態をI1Viくことをｌｌｉ１１とする。国際ツーリズムのための櫛〔1施設といえ

ば，デラックスなﾉＷＩホテルをまず取り」2げるのがillfjuiであろう。しかし，

111際ツーリズムの発述とともに，現実には大jiI1ホテルだけでなく，その対

'１(Kに位置する簡易な11Ｗ''１施設，すなわちペンションも''１生することがおう

おうにしてあるという』』火と，ペンション綴徴に1({点を当てることによっ

て'１１際ツーリズムが持ついわば影の(lIllmiを１１<(４１できるであろうというlll1lI1

から，ここではペンションを取り１２げることにする。

本論に入る前に，１H)Wiに(ﾘﾄ究対象地を索li1lIiしておく。アンタリヤ県はト

ルコの南部，地ＩＭｌｊにl(Iiしている。もともと膣業ﾉ|(1)i｢(のｌＨｌかな地域である。
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そのIiLlf所（l：hlllljであるアンタリヤTI7の人１１は１９９０{|:において約３７８千

人を数えた（199()GenelNiifusSaylmlidariB61iil1ii5)。トルコではイ

スタンブル，アンカラ，イズミルの３つの''１刀祁Tliについで，アダナ，プ

ルサなどいくつかの人口５０ﾉﾉ人を｣１回1る人Iilliljがあり，アンタリヤiljの

人'1kM模ｌｌＩｉ位は第１２位であった。しかし，1970ｲＩｉのアンタリヤTliの人口

は１０〃人にもiIM汀こず，１１【i位も２１位でしかなかった。この２０年ｌｌＩｌで４倍

近い人｢1贈ｊ川をi氾録したのである。これほどの成長を遂げた大部iljは，ト

ルコでは他にない。県スケールでみても，アンタリヤの人口は急ll9した。

1970ｲ|皇の人'二|は約５７７千人，ｌ９９０ｌＩ畠には約１１３２千人と，ほぼ(llfliliしたが，

これはイスクンブル県につぐ節２に高いlillIⅡ率だった。その最人のl1l1Il1は，

槻)上Ｉ)'1発にある(3)。トルコへの'１１際ツーリズムの発展にとって，イスタン

ブルやエーゲｉｉ１ｊ地域とともに，アンクリヤ県は重要な1m域となっている。

ｌＩｌ内からのツーリストも多いが，特に夏季のヨーロッパからのバカンス客

の受け入れという点で，アンタリヤ県は蚊人のセンターとなっている(''・

アンタリヤリiLの観光登ｊｌｉは，｜A晴が続く衿い夏，砂浜・砂利浜．切り立

つＶｉ浜などが丈l[に連なるl過い海岸線，ガ'｝岸近くにまでせまる標i１.li3000

miiii後のI||々からなるベイ''１脈やトロス１１１脈，古代ギリシア・ローマ'１＄

代の遺跡iを初めとする各郁のIIili史的過iBiIi，そしてヨー[]ツパからのツーリ

ストにとってエキゾチックな券ｌｊｌ１気を醸し111すイスラーム閃述の施設や風

俗である。トルコがアタテュルクによる｣Ｌｌｌｌ囚建設以来，四欧化をめざし

てきたことによってヨーロッパ的な|)3放的l111iiiiをあわせもっていることも，

他のイスラムihlKlにはない，ヨーロッパ人にとってのトルコの魅ﾉﾉになっ

ていると考えられる（図１)。

アンタリヤリiLl人Iでは，Ｌ|〔のアランヤからシデ，県hllアンタリヤを経て，

i打1Ｗのケメル，フィニケ，カシュにいたる人小のhIliljを拠点として，国際

ツーリズムのための宿泊施設が多数ｲ〃I；している。父jmIIIiではアンタリヤ

Tlj郊外にある|Ｆ１際空港が雌もＷｉ喫な役;I;||を果たすが，フェリーやヨットに

よるf１１着もアンタリヤを1ﾘIめとしていくつかの港で111能である。
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図１トルコとアンタリヤ県の概略lxl（松村作成）

ＩＬアンタリヤのツーリスト向け宿泊施設の概況

又のバカンス客が11Wl'|する大'1！施設の多くは，ｌＷｒの市街地から離れた，

いわばｉ|:会的な意味でのトルコとはBlllll界に('|;られることが多い。そのた

め，アンタリヤiljには，ＩＲＩ際会議の聯ＩＩＩｌ;にも対応できる５スターの人ノロホ

テルがいくつかあるが，近ｲIi比較的新しくI刑発されたケメル近辺やシデ近

辺と比べて，バカンス群111の大型宿泊施設は少ない。しかし，アンタリヤ

iljは，アンタリヤ県とトルコ内外の地域と1111ﾎﾟIliする交jumの紬節点であるた

めに，小規模な資本でも,没立できるペンションが１１Ｍ{している。これらは，

人手のツアーオペレータのサービスを購入しない，外|刊からの個人ツーリ

ストや小グループのツーリスト，さらにはIIjl内からのツーリストの１iiiilf1施

役としての機能を果たしている。

ペンションのｌｌ１Ｌｌｉはアンタリヤiljだけに見られるというわけではない。

アランヤ，シデ，ケメル，カシュなどの都iliに」し皿する特徴である。それ

は，アンタリヤ県が１１１際ツーリズムだけでなく，lKIlﾉLIからのトルコ人ツー

リストの[}的地だからでもある。しかし，ペンションの成立が，［lil際ツー
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リズムと深く関わっていることも11i火である。その実態については後述す

るが，そうしたペンションのlliL化が，UiL内妓大の都Tljアンクリヤではひと

きわ顕著である。県内のペンションの約３分の１は，アンタリヤ市に立地

しているのである。

この点を，表ｌで雌認しておこう。これは，トルコ政府の観光有が設定

した基準で，宿ｉｌＥ１施設をＩｉ獅別と/llliljlを1)jllにまとめたものである。アンタ

リヤ，ケメル，アランヤ（ベルディビ，テキロヴァを含む)，シデ（マナ

ヴガットを含む）という県|ﾉ１４人ツーリズムlUl域のほかに，アンタリヤTlj

の東部のベレク，同じくlhllliⅢ11のカシュ，カルカン，パタラといった小規

模なツーリズム地域もある。アンタリヤiljについては，その||]市街地カレ

イチを特に取り'1ＩしてWffll1してみた。

この衣から次のことが言える。ホテル･ペンション数でみるとアンタリ

ヤiliはアランヤにつぐ規模を誇るが，ＩＭＩ隠数やベッド数でみると，ケメル

やシデに遠く及ばないことがわかる。比較的新しく開発されたケメルでは，

ホリデービレッジ（休暇付）と呼ばれる人111模なホテルが２０存在し，そ

のためベッド数も多くなっている。５スターのホテルは少ないが，４スター

のホテルが多い。しかし尖は，そうした人規棋1iifilLI施設の多くが，ケメル

市街からやや遠隔地に立Illlしているのに対して，ili街ではペンションが多

い。アランヤでは３スターの''１級ホテルが艸附に多いという点に特徴があ

る。また，２スターやｌスターの低級ホテルの数も多い。しかし，ペンショ

ンはさほど多くない。シデには，il9lj級ホテルが多く，水リデーピレッジも

少なくない。シデとアンタリヤiliの''''''１にあるベレクの人規模開発は，ケ

メルと比べてもより新しく，高級ホテルと小リデービレッジしかない。こ

れらに対して，アンタリヤiliから雌も遠隔地にある県内南西部のカシュ，

カルカン，遺跡のある付パタラには，商扱ホテルやホリデービレッジが１

つもなく，ペンションの〃がホテルよりも多い。

これらと比べたアンタリヤiliの特徴は，このIUl域で鮫も早くから宿泊施

設が整備され，５スターのホテルが災Ｈ１(したこと，またその対極にあるぺ
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表１アンクリヤ県の地域Bllに見たホテル・ペンション

アンクリヤ両(カレイチを除く）

~J9I-FW7I調｢マテF１ｌｉ

カレイチ ケメル

数

敬
一
０
０
０
０
０
１
６
５
４
４
０
０

９
０
４
２
５
 

雑一
６
 

総一０００００９７９６２００
８
９
７
４
２
 

３
１
 

部屋数 ぺり畷

３００ 

30509 

30819 
1305 
４９０ 

２３７ 

０ 

２０１５６ 
1,195 
20771 

13,546 
３４７ 

ペソ徴

４↑076 
1,491 
3,057 
1,621 
２２２ 

０ 

０ 

７４２ 

１，６５３ 
2,574 

０ 

０ 

５星ホテル
4型ホテル
3星ホテル
2昆ホテル
１１１１ホテル
特別認可ホテル
特別認iリペンンョン
観光省認可ペンション
TlTが認『りしナニホテル
市が認可しノニベンション
休暇村
アベートホテル

／Ｘ 
高’１￣】

０
０
０
０
０
７
９
３
３
５
０
０
 

７
 

７
７
９
１
４
０
０
２
４
１
０
０
 

２
２
 

２
３
２
 
１
 

７
９
６
７
４
０
０
８
４
３
０
０
 

５
０
８
９
０
 

７
０
２
 

９
７
４
７
１
 

３
８
５
 

９
９
 

０
 

１
１
 

１
 

4↑076 
1,491 
3,057 
1,621 
２２２ 

０ 

０ 

742 

1,653 
2,574 

０ 

０ 

１，I5 

L675 
L825 
６５６ 

241 

100 

0 

1,076 
564 

1,274 
6,318 

１２１ 

０
８
８
７
２
０
４
１
３
０
９
 

１
１
１
 

７
２
１
２
 

１
 

9７ 1,020 2.133 ２４５１７０７５８１１Ｍ3６ １Ｍ3６ 70758 293114,025129,675 140025 

カンュ

HlJTUJL 

唇
撫

数|部屋数

TIljml 

》
奴
一
川
Ⅲ
皿
５
２
０
０
６
０
０
５
１

８
６
１
１
 

》
奴
一
川
Ⅲ
皿
５
２
０
０
６
０
０
５
１

８
６
１
１
 

ベパ蝋

５星ホテル
４尾ホテル
３型ホテル
２星ホテル
１厘ホテル
特別認可ホテル
特Mll認可ベンシコン
観光宵認ＩＩＪペンション
市が認可したホテル
iiiが認可したペンション
休暇村
アパートホテル

10855 
90333 

16,229 
50637 
Ｍ17 

４６ 

０ 

０ 

4,196 
20138 

30393 
10,583 

５
３
０
０
０
０
０
０
０
０
５
０
 

０
０
９
】
３
１
０
０
１
５
４
０
０

１
４
６
 

０
０
４
８
０
０
０
４
９
５
０
０
 

６
７
２
 

７
０
６
 

１
 

１
８
６
 

合 計 20,279 3,892 

△、 詩ＩＩＴ ﾌﾞノルカン ペタラ

部屋数|ペ，蝋｜数部胤数

数
－
０
０
７
１
４
０
０
２
５
９
０
０

１
３
 

ベッド散

12153 
2`L217 
3L464 
9.787 
2,499 
６７２ 

１９７ 

3,948 
4.728 

2,898 
２９，９１９ 
11,123 

153,635 

５足ホテル
４星ホテル
３星ホテル
２星ホテル
１星ホテル
特別認可ホテル
特別認可ペンション
観光省認可ペンション
市が認可したホテル
iliが認可したペンション
休暇村
アパートホテル

０
０
２
０
０
０
０
０
８
１
０
０
 

７
 

０
４
 

２
 

９
５
 liM 

０
０
２
５
１
０
０
８
６
６
０
０
 

Ⅳ
旧
渕

７
６
８
 

３
１
 

０
０
８
０
０
０
０
８
７
９
０
０
 

茄
羽
鵬

５
７
１
 

３
２
７
 

０
０
１
０
０
０
０
０
０
４
０
０
 

２
２
 

０
０
６
０
０
０
０
０
４
８
０
０
 

３
 

５
６
 

１
 

１
９
』

」へ
【】

計

２６８１２６]２ 1.582171.389 ７ 4５ 858 7２ 

注：市が認Ｔ１したホテル・ペンション以外は，襖光尚が認iリした宿i〔1施設である。

ベレクについては，施設数のデータしか得られなかった。

資料：AntalyaI1TurizmMiidiirIii底〔rllceHazlrlanml5tlr（1996)：ノリ`ﾉ６’171ｍb'〔Ｊｍｒだ"ｌ

〃〕【ｊｐｊｌｌｅ'ｆＧｒｌｌｐＴａｍｔｌｍ＆DaniSmanlIk,Antalyaに腿づいて寺阪が作成。
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ンションが集械しているというところにある。また，ビジネスホテルも集

iiliしている。ビジネスホテルは，表では３スターや２スターのホテルの１１］

に含まれている。ペンションは，アンタリヤ県の1Iliiil,|施設数の､|《数弱

(45％）を,Iiめるが，ベッド数では約ｌ１Ｉｉｌｌ（１１％）にしか過ぎない。それ

/1k，当然のことではあるが，ペンションはツーリズムi1iY1r1施設雌災の''１の

器lMlMY業として位置づけられる。アンタリヤiliは，この産業の人企業たる

５スターホテルと零細企業たるペンションとが，県内の他の都Tli間よ'）も

［I立つという趣味で，宿ｉｌｆｌｌｕ１ｉＭｉ業の分極化が蒜しいlilliljである，と言え

る。そして，この分極化は，アンタリヤi1jの空IIllIfiil戊における分極化と対

IC;している点が（|］される。すなわち，５スターや４スターの筒級ホテル

はlIlili街地カレイチには全くなく，すべて新TIj街地に，特にｌＩｌｉｌ辺NIIにあ

るのに対して，カレイチには器：Ⅲなペンションが集Ｉｌｌｉしているのである

(図２)。

カレイチに人｣l(!i苛級ホテルがないのは，１１i街地における建築脱IIillの故で

ある。ユネスコの'1t界遺ﾊﾟｾﾞに蔽録されるほどではないが，このllliIjiki地は

図２アンタリヤiljの概略図と商吸ホテルの分Ⅱ』（１A村作成）
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lI1JIⅡiみ保存地区として指定されている。もともとﾉＭＩＩ膜な民家もたくさん

あったところなので，」jlljや建物の権利関係も入り細んでいるものと衿え

られる。そのため，人』(1ilfli級ホテルの新規|)'１発には不ｌｉ１きな土地であった。

しかし，カレイチはll1ili街｣|uであるだけに，オスマン様式の伝統的な低|働

処物が多数残っている。その多くは老朽化しているが，修復すれば重要な

観光資源となりうる１１J能''１；を持っている。実際，ll11i11iみ保存地区指定は，

アンタリヤ市の国際ツーリズムI)'１発の一環というﾊﾟｴ味を持っている。老朽

化したオスマン様式の建物を修復すれば，その投資にみあう経済的利111を

図らなければならない。Ｉ/Ｉ々の建物だけでなく，｜IIIlj街｣'11余体として伝統

的な建物を修復すれば，それがｍｉ的な広がりを持ち，ツーリストをﾘ|き付

ける販要な観光資源となりうる。その修復された建物を宿in施設やレスト

ラン，土産物店として利Illすれば，修復のための投資をlIjl収できる。実際，

カレイチには，オスマン様式の雌物を修復したスペシャルライセンスホテ

ルが，少数ではあるが設立されている。

Ｉ記のような思惑から，カレイチでは徐々にオスマン様式の建物が修復

され，またペンションもｌｉ１えてきた。リＩＬＪＭ１<]なインナーシティの状態にな

りつつあったカレイチは，ツーリズム１１M発とともにllil際ツーリストとlIil内

ツーリストの双刀にとって，アンタリヤ市におけるツーリズムの核として

}戊艮してきた。1980ｲﾄﾞ代半ば以降のことである。カレイチのペンション

lliは，基本的にはオスマン様式の建物であり，新iIiilTllllや束の郊外のララ

海岸にひろがるペンション11｢が，近代建築様式であるのとは対照的である

(写真１，２参照)。

オスマン様式の特徴をllliえた建物は２階建てが一般(l<Iである。２階部分

には，チンバー（バットレス）に支えられて，ｉｉｉ略の｣詮に張り出すように

してバルコニー（アルコープ）が作られている。これによって居住空'111を

広げ，採光と風通し，家ljilから外への見晴らしを1処〈する。しかし，この

バルコニーのために，もともと狭い街路が一段と狭くなり，中'１１:的な街路

妓観が作り出される。アンタリヤの夏は非常に？+いので，窓が小さく，水
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､'毛ilL筵；

図３カレイチにおけるペンションの分布

資料：AntalyaIlTurizmM〔idUrl〔ig1i'nceHazlrlanmlstlr（1996)：ノ9％Ａ"/(MyaT2"ﾌﾞご'７J

Ｅ?1ｍ'lle7fGrupTanltlm＆DalUiSmanl】k,Antalyaと，現地調査に基づいて寺阪が

作成。

製のブラインドがつけられている。建物正面の装飾は，同じオスマン様式

の建物でも，他の地域のそれと比べて少ない。家屋の構造は木骨（造）軸

組と，土，煉瓦，石などを索j材として充填した漆喰壁が一般的であるが，

石造りの建物もある。赤い瓦屋根という色彩に，地中海地域の建物の特徴

が兇'１１される。このような伝統的オスマン様式の建物が連続することによっ

て，トルコの伝統的な都市景観が術成され，訪れるツーリストにとってエ

キソチシズムが砿し'１１される（写真３～６参照)。

アンタリヤにはカレイチ以外に，UlJ並み保存地区として指定されている

地区が２つある。１つは，カレイチ北東のアンタリヤTlTIlJ心部に接する（
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ルベイであり，もう1つはカレイチ東部にアタテュルク辺りを挟んで隣接

するハシムイシュジャンである。前者はl990fIiに炉後者は1993年に指定

を受けた。しかし，この２つの地区は，主として住宅街区となっており，

景観保全の対Ⅱ(｛となる老朽建物の密度はカレイチよりも低い。そのため，

観光資源としての価値は小さい。実際，この２地区にあるペンションの数

は少ない。

アンタリヤTljの１１１では，カレイチにペンションが集I|]している。０．３

kｍ2のiii積に１００近くのペンションが立地している。カレイチ内祁でみ

ると，ファレーズと呼ばれる|iｲﾘ岸の府石段丘のｶﾞﾘ寄りと，カレイチの北０１'１

にあたるアンタリヤ市の[''心街に近いiﾘTにペンションは集[|]している。と

はいえ，カレイチ内ではいたるところにペンションがあるといってもよい

ほどに，ほとんどの通りにin｢iして立IIuしている。その｢'1では，１if(jよりの位

置にあるペンションに比較的高級なものが多い（図３)。

標準的なペンションは，ツインルームからなる２階建てか３階建てであ

る。アンクリヤ県の平均規模はｌＬ７部|誼，２２．７ベッド数であるが，カレ

イチのそれは8.7部屋，１９．０ベッド数とやや小さい。これはオスマン様式

の建物を利川するために，小規模にならざるをえないからである。ただし，

すべてのペンションがオスマン様式の建物を利１１Ｉして経営されている訳で

はない。建物の様式からすれば，カレイチに立地する宿il【|施設は大きく３

つの形態に分けることができる。第１は，上に説|ﾘIしたオスマン様式のも

のである。これはスペシャルライセンスを観光省から得て，ホテルとして

経営されているものが多いが，その平均規模は２２．６の部屋数と50.6のベッ

ド数であり，ｌスター級のホテルよりも小さ'=|である。しかし，なかには

48部屋，１００ベッド数といったかなり人規模なものもある。スペシャルラ

イセンスを得ているホテルの宿1191料金は決して安くない。第２は，外観を

オスマン風に改装したもので，内部榊造は近代的なものである。第３は比

較的新しく建てられたｲ|；来の民家を改造したもので，非オスマン様式の建

物である。
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観光省から発行された1995111版の『アンタリヤ観光便覧』（Antalyall

TurizmM〔idtirliigii'nceHazlrlanmlStlr）に記載されているカレイチ地

区のペンションのうち，観光ペンションのカテゴリーに含まれるものは

１２しかない。この合計の部屋数は190,ベッド数は365,平均15.8部屋に

３０ベッド数という規模である。ほかに便覧には，一般のペンションが６０

軒掲載されている。この合計は５１９部屋，１０９０ベッド数，平均8.7部屋，

18.2ベッド数ということになり，観光ペンションよりもさらに小規模であ

る。

ペンションの中にも格叢があるが，いずれにせよ，１９９５年時点では７０

強しかなかったことになる。ところが'996ｲＩｉ８Ｈの現地調査によれば，

カレイチには９７の宿泊施設が立地している。９５年から９６年にかけてペ

ンションが急増したわけではない。それゆえ，無認可のアウトサイダー的

なペンションは決して少なくないことになる。この点はともかくとして，

カレイチに立地する宿泊施設のうち，ドイツ人，フランス人，イギリス人

ツーリストのための観光パンフレットに紹介されているのは１部のスペシャ

ルライセンスホテルだけであり，その数は７軒しかない。しかし，カレイ

チ内でホテルの看板を掲げているのは１０あった。スペシャルライセンス

を得ていない３軒が，ホテルとしての認可を得て営業しているかどうかは

未確認である。

英語，独語，仏語のガイドブック811}(5)を調べたところ，そのいずれか

に紹介されているカレイチのペンションやホテルは，ここに立地する宿泊

施設数の約半数４９にのぼる。しかし，複数のガイドブックに掲載されて

いるのは２２に過ぎない。8111}のうち7111}に掲叔されているのはわずかに1,

4111}が2,3111}が8,2111}が１１である。宿ｉｒ１情報については，若者向きの

安宿を｢''心にしたものから，絡調の高いペンションに限るものや，段階を

付して評価情報を褐城するものまで，ガイドブックの種類はさまざまであ

る。アンクリヤの宿泊施設の紹介をカレイチにあるものに限っているガイ

ドブックもある。このことは，カレイチのペンションが国際ツーリズムの
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ポイントの１つになっていることを恵味する。このようなガイドブックに

記載されているペンションは，一定のiWilliを受けたものとみなしてさしつ

かえない。アンタリヤTIjに立地するペンションのうち，かなりの数が国際

ツーリズムに耐える施設と言えよう。

さて，」舌述のように，アンタリヤiljのペンションやこれに類する宿泊施

設は，便覧によると現在カレイチにilillIiしている。１９９６年時点で約２３０

のペンションが市内にあるが，そのうち約３分の1の８７がカレイチに立

地している。しかし，このｌＩｌｕパターンは決して古いものではない。

Ｒａｕｈ（1979）は，］977(１２から７８ｲ|《にかけて行った，アンタリヤ県とア

ンタリヤ市のツーリズムに関する祥iIIllな説I街記録である。これによると，

当時，カレイチの内部には全く1iW1'１施設が/WISしていなかった。多くは，

カレイチの北01'１にあるTl丁の'''心('1とオトガル（パスターミナル）とを結ぶ

道路沿いや，その近辺に立地していた（Rallh，1979,ｓ､33)。その多くは

レジャーツーリスト向けの施設ではなく，アンタリヤ県最大の都市である

アンタリヤTlTに1剛1で来た人のためのいわゆるI1ii人宿的な宿泊施設であり，

その設附iはきわめて簡素なものであり，illi潔さという点でも問題のあるも

のだった。

とはいえ，レジャーツーリストｌｉＩ１けの1iiii1Ll施設がなかったわけではない。

1977年には，ｉ〔M光省からレジャーツーリスト|ｉ１１けの施設として認可を受

けたものが１０強あった。そのベッド数の合計は６８７だった。商人宿的施

設も含めた宿>lfl施設数は55,ベッド数のｲ流１．は２４４１だったので（Rauh，

1979,ｓ､34)，アンタリヤiliのレジャーツーリズム向け宿泊施設の開発は，

大きく遅れていたと言える。その１０ｲ|{後の１９８６(「ですら，観光筒の認､ｌ

を受けたホテルやペンションのベッド数の合計は1200弱しかなかった

（表2)。倍増したとはいえ，表ｌにノバした９０ｲﾄﾞ代半ばのキャパシティと

比べれば，雲泥の差がある。また，1986ｲli当'1$，観光省によって認iJさ

れたペンションは７軒しかなかった。後述のように，1981年において観

光筒から認可されたペンションは6111|:しかなかったのだから，１９８０ｲﾄﾞ代
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表２１９８６年のアンタリヤTljにおけるホテルとペンション

数 部屋数’ベッド数

国が認可した５足ホテル

国が認可した３星ホテル

国が認可した２星ホテル

国が認可した１足ホテル

国が認可したモーテル

国が認可した特別ホテル

国が認可したペンション

ｌ
ｌ
３
３
ｌ
ｌ
７
ｌ
Ⅳ
｜
⑬
ｎ
ｍ
３
７
 
２
 

０
６
１
９
２
８
９
 

５
５
７
９
１
２
９
 

１
 

１
 

３００ 

１１２ 

３３７ 

１７０ 

２４ 

５８ 

194 

1,195 

５００ 

３８５ 

５１２ 

１６４ 

526 

2,087 

3,282 

小計

市が認可した３等級

市が認可した２等級

市が認可した１等級

ｉｉｉが認可したＯ等級

市が認可したペンション

小計

ノミ ボ１口

２３１ 

２１９ 

２３７ 

８６ 

１８９ 

962 

11577 

“
｜
皿

資料：AnIaIyaⅡTurizmM〔１.(irliig(i,ncellazIrlanmlStlr（1986):１９師mlrab'＠Ｔｌｲhiご''１
E71uⅦ"ｌｃｒｉ;GrupTanltlm＆DaniSmallIlk,Antalyaに基づいて寺阪が('１亘成．

半ばすぎまで，アンタリヤ市内，とりわけカレイチには，ペンションはほ

とんどなかったと言える。

それゆえ，アンタリヤ市，とりわけその中のカレイチに立地するペンショ

ンの群生は，1980年代半ばすぎ以降の現象であると言える。ペンション

がアンタリヤのツーリズム開発とともにどのように発展し，変貌してきた

のか，また現在どのような経営状況にあるのか，幾人かのペンション経営

者に対するヒヤリングの結果を，次章以降で提示する。

その前に，アンタリヤ市にある宿泊施設の中で，ホテルやペンションと

は全く性格を異にするトルコ人ツーリスト向けの宿泊施設がいくつかある

ことにも触れておきたい。これはいずれも公務員１Wの保養所である。多く

はララ地区にある。

この地区を，後述するＡペンションの経営者Ｆ氏の案内で見学したと
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ころ，５スターのオフォホテルの手前のところに，まず軍隊用の保養施設

がある。オフォホテルはルーマニアの医者と契約して，療養長期淵（li客も

受け入れているホテルである。もっとも，Ｆ氏によれば，このあたりでは

夜になると，いわゆる「ナターシャ」と呼称されるロシアから来た売春婦

が立つとのことである。オフォホテルの近くの海岸際には，ホリデービレッ

ジに類似した５スターのセラホテルがある。これをさらに束に行くと，警

察の保養所，アンカラの建設宵の保養所，ＤＳＩ（水資源公団）の保養所，

PTT（郵便電話電報局）の保養所などが現れる。その間に挟まって，１箇

所，料金さえ出せば誰もが入ることのできるビーチがある。ＰＴＴの保養

所の先にはアンタリヤの農業局の保養所がある。そして，アンカラの道路

建設局の保養所がある。そして最後にＴＲＴ（トルコラジオテレビ局）の

保養所が立地している。以_このように，アンタリヤ市の東部，ララ海岸に

は，企業，役所，軍隊の保養所が立地している。

これらの保養所の中には，立派な建物だけでなく，かつてトルコ人向け

ツーリストのために浜辺に建てられた非常に簡易な宿泊施設であるオバ(6)

に類似する，ブリキの壁で|Ⅱ１つた平屋の掘っ建て小屋状の施設や仮設テン

トも多く建っている。|可じ役所の保養施設の[|]に，異なるタイプの宿il21施

設が)１１意されているのである。オバに類似するタイプのものだと，消費電

力だけ払えばよく，宿ilfl料にH1当するものは払わなくてもよい，とＦ氏

は解説してくれた。コーラなどの飲み物も１万５千リラ程度でよいとのこ

とであり，水1.5リットルがl11lIl1では５〃リラすることからみれば破格の

安さである。このようなやり〃で，公務員はきわめて安llliに夏の保養生活

を送ることができる仕組みをトルコは持っている。これはスキャンダルだ，

とＦ氏は`憤って語っていた。

なお，ＴＲＴより束のアンタリヤT1j内には，もう保養施設はない。ただ

し，海岸一帯は国有である。また，アンタリヤiIjのijIiの郊外には新しい港

湾があるが，その四には，林野庁の保養所がある。

ちなみにＴＲＴの保養所に行く手前に，砂１丁:で松が散在的にはえている
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ところがあるが，ここにノマド（遊牧民）的な服装をしたトルコ人が自家

用車でやってきてテントをはっていた。砂地に体を埋めると健康によいと

いうことで，ここで夏を過ごしているとのことである。そうした家族が多

いというわけではないが，しかし，少ないというわけでもない。このよう

なタイプの海岸での保養を送るトルコ人もいることに留意しておきたい。

Ⅲアンタリヤのツーリズム開発とペンション経営

本章では，アンタリヤで経営されているペンションのlllで，最も初期に

設立されたものを紹介することによって，観光開発とペンション経営の関

係を描き出してみたい。この事例としてとりあげるのは，カレイチの''１に

あるものではない。新市街地ゲンチリク・マハレGen91ikMah．（若い街

区という意味）にあるＡペンションである。ゲンチリク地区は，カラア

リ公園を挟んでカレイチの南に位置する。Ａペンションのオーナー兼経

営者のＦ氏に対するヒヤリングは，1995ｲli8Hと1996年８ﾉ1の２回行っ

た(7)。

Ｆ氏は，1983年と1985年にドイツのテレビ局からインタビューを受け

たことがある。ＺＤＦ（ドイツ第２テレビ）とＡＲＤ（ドイツ第１テレビ）

である。どちらのテレビ局も，トルコ観光省からの紹介で来て，彼のそれ

までの足跡についてインタビューした。彼は西ドイツでガストアルバイター

として働いた経験を持つ人物である。それゆえ，当時の西ドイツで実施さ

れた帰国支援法との関連で，ドイツから帰国したトルコ人で成功した事例

を報道するために，両テレビ局はＦ氏のところにやってきたものと考え

られる。

１．Ｆ氏の略歴

Ｆ氏はカイセリの近郊農村エビジＥｂｉｃで1941年に生まれ，そこで育っ

た。村の小学校に３年生まで通い，その後，より高い教育を受けるために
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別の村にある小学校に４年生，５ｲ|ﾐ生と通った。これは父親の希望による

ものだった。その後，カイセリにあるリセ（,笥等学校）に進学し，ここを

卒業した。リセ卒業後，サクンヤトSakl1yatで小学校教lWliとして1960ｲ１２

の秋から６２年の秋までの２年IlM働いた。当時，トルコでは学校教師が非

常に不足していたので，政府は法律を改正し，リセを卒業した人に対して，

教Hiliになれば兵役免除という政策をとった。Ｆ氏はこの政策を利用したの

である。

小学,佼教師として働いていたころ，ドイツで働けるという宣伝がたくさ

んなされ，それに葱かれて1962年１０ノ|に職安に応募し，同年１１月にケ

ルンのフォード社で働き始めた。これだけ素早くドイツに来ることができ

たのは，比較的高度の技術や知識を持っている人が優先的にドイツに送り

込まれたからである。フォード社ではギヤ工場に配置され，ここで１８ケ

月働いた。Ｆ氏がリセで習った外'五|語はフランス語であり，ドイツに来た

当時，ドイツ語は全くできなかった。そこで，1963f1Hl)1から６)]まで，

工場勤務のあと，夜Ⅱ'１コースでドイツ語を集｢|'的に学んだ。このコースで

ドイツ語を教えてくれた先4；はケルン大学のオリエント講座の先412である，

とＦ氏は３０年以上前のことであるにもかかわらず，昨[|のことのように

語った。

1964年５月から，デュッセルドルフの北東約２０ｋｍのフェルベルト

Velbertに立地する，ＢＫＳという企業に転職した。ここでは通訳として

活動した。この企業にはイタリア人など，多くの国からの外国人が働いて

いたが，トルコ人もり)女あわせて６０人いた。

1967年に，再び転職した。今度は，もう少しデュッセルドルフに近い

メットマンMettmannに立地するＧ＋Ｆ（GeorgFischer）という'二1動車

部品製造企業の工場である。この工場の本社は，スイスのシャツフハウゼ

ンSchaffhausenにある。この企業は，当該部dii11TlJ場で６０％のシェアを

占めていたとのことである。ここでもＦ氏は通訳として働き，同工場の

事業所委員会（Betriebsrat）の委員にも選ばれた。
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Ｆ氏は，フェルベルトでトルコ人労働背協会Ｔ(irkischeArbeit．

､ehmerverei,'のFill委員災としてiiiIi勅したことがあるし，メットマンでも

全外lR1人労働行のための'111会で，iill委員長に選ばれた。１９７４ｲ'2にオラン

ダ系ドイツ人と結婚した。1976ｲ１２にメットマンにある隅Mi屋の所有者に

なり，」二場勤務を辞めて[1営業者になった。

2．帰国の意思決定

Ｆ氏は1978ｲＩｉ頃からトルコに１両}|llすることを考え始めた。最大のllI1IIl

は1977年にLkまれた娘の教育である。このままドイツにいたら，娘は完

全にドイツ語しかしゃべらなくなり，ドイツ人化してしまうのではないか，

と恐れたからだとのことである。また届iiIlil強の経常にも，それほどの発展

性を兇１１}しえないし，興味もわかないと思ったからである。帰同するなら

ば，故郷の人祁iliカイセリにではなく，海岸jlll帯のいずれかにﾙI}を櫛えた

いと想った。ガリ岸地帯は，今後，発展すると感じたからである。とはいえ，

Ｆ氏は，実は既に１９７４イI;に，アンタリヤilj内のパフチェリエヴレBah‐

Celievler地区に，ｌＯＯｍ２の住宅をI[【得していたのである。これが帰国を

意識して所有したものか，別荘としての利川を考えたものか，それとも一

種の投資として貯えていたのか分からない。Ｆ氏の語るところによれば，

帰国を真剣に貯え始めたのが1977ｲ|ﾐから７８fliにかけてであって，そのII11

1l1は娘の教育のことだったというのである。

しかし，帰'１《lを決意するにあたっては，さまざまな班'八lが絡んでいる。

Ｆ氏は何も語らなかったが，居酒隅の経営が),１１うほどにはうまくいかなっ

た可能性もある。他ﾉ!ｊで，アンタリヤに新しい人生を切り|)}j＜希捌を次の

事Ii1jからいだいたことは雌かである。１９７８｛|{にアンタリヤ市長がケルン

に来て，ＷＤＲ（西ドイツ放送）のトルコ語悉紺で，アンタリヤに来て事

業を営む人にはあらゆる援助を市が行うと話し，トルコに帰国してアンタ

リヤに投資をするよう呼びかけたのである。

1970年代半ば過ぎともなると，ドイツなどのヨーロッパ諸凶に住んで
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いるトルコ人の１１１に，共|局I出資によって企業をトルコに投立する動きが進

みつつあった。メットマンにはカイセリ''１身のトルコ人が多く働いていた。

この人々はカイセリで企業を起こすために111資しようとしていた。Ｆ氏が

アンタリヤに投盗しようという提案をした際に，何人かのlTil郷のトルコ人

が染まってＩ１１談したが，アンタリヤよりもカイセリに投資するほうがよい

という意見が大勢をI1iめた:8:。そこで，Ｆ氏は１人でアンタリヤに役斑す

ることに決心した，とのことである。

l978fli9)1に，Ｆ氏は，現在所イルているペンションの建物とlIIkjluを

'１|'i人した。この建物は，もともと３末脚'１(k宅だった。その所有者が死亡

した後，遺産'１１続行（３人の息子，３人の娘）の'１１１で，この家全休を誰が

ＩＩｌ統するか，折I)合いがつかなかった。結局，金銭で辿確を分割するとい

うことになったので，この不動産は光ﾉ<|Iに付された。したがって，Ｆ氏が

これを買ったときには，もう誰も(|{んでいなかった。迦i糊1続者は，１人

の娘がイスタンプルに移([しただけで，あとの肴はアンタリヤ市内に仇ん

でいる。また，給附$した息子は，｜U(にこの家から離れてHllのところに他ん

でいた。Ｆ氏自身は，この不動産をペンションとして総轡するために雌初

から意識して買ったというよりも，ともかくツーリズム|Ｈ１係の仕事をしよ

うとlIL1って先行役演するという形でこの家を賀っ/ことのことである。

Ｆ氏は，カイセリとトルコのｊｌＵｌＩ１ｶﾞﾘﾄ１４地帯を夫人にA1せるために旅行し

たことがある。大人もアンタリヤを父(に人ってくれた。そこで’978イドに

帰lI1した。帰国後，｜両１年にIIMi人した建物を改造した。ところが，Tlj長はド

イツのテレビで約束したことと違って，Ｆ氏に対してペンション営業を許

可しなかった。そのI1l1lllは，この場所がツーリスト地区としてではなく，

仇宅地区として脂定されていたからである。だが，処物の前の通りを挟ん

だlrilかいⅢ１１は，ｉｆ１ｊ岸よりというだけでツーリズム地|×として指定されてお

り，ペンション営業が『ﾘ能だった。そのために，『|丁の決定はあまりに|<Ｊｒ

疋XMである，とＦ氏は不満に思った。

Ｆ氏がどうしてもここでペンション維徴をしたいのであれば，TIjのiﾘiｲ『
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地である公園１１１１にある駐''11易を，Ｆ氏のペンションに来るお寡が(djlllする

料金として，イ'４１''135,000マルクという↑」《外な料金を要求したとのことで

ある。これはペンション総営を実質的に不iU能にさせるための要求だった，

とＦ氏は語った。Ｆ氏は非常に憤りを感じたがなす術もなく，しばらく

の'''１，ペンションリド業を始めることができなかった。

1980ｲﾄﾞまで，アンタリヤの政縦を撮っていたのはlIil比党（CHP）であ

る。しかし，この(Iﾐの９川にクーデタがトルコで充lliし，アンタリヤでも

111人がT1j政の災ｉｉｉを握った。そのもとで，Ｆ氏に対してペンション悩業が

許１１１された。

ちなみに，ドイツ帰りのトルコ人で，アンタリヤでペンションやホテル

を絲営している人は多くない，とのことである。Ｆ氏の知っている'1Nりに

おいて，アンクリヤにもう１人いたが，この人は先ｲﾄﾞ亡くなり，その`息子

がifＭ;を賃貸にlⅡしている。ララ海岸のTepeHotelの経営者もドイツ帰

りだとのことである。

3．ペンション経営の隆盛

ペンション締↑;↑を始めるためには，資金を必要とした。例えば，￣卜水道

システムが完(illiしていなかったので，浄化排水処'''1施設を自分で没世しな

ければならなかった。家屋改造も含めて４５０万リラのｒｉ金を銀行から('十り

た。叩Ｉ等１マルクが２５リラというレートだったから，１８万マルクという

ことになる。この融資は小川虹なペンションを経常する人に対する特別融

資であり，ｌｆＩＨｌ１Ｉｌの返済猶丁，７ｲ'21111で返済，妓初の３ｲlil1l1の利子率が１７

％，残りのlUlIlllのｲﾘ子率が５０％という条('|:だった。（IIi金緬は，型11Ⅱiのレー

トで'三１本円に換猟すると約２Ｔ･〃''1になる。これをＦ氏は既に全撒[返済

したとのことだから，また後述のように，いくつかのほかの不動産を購入

する余裕もあったので，ペンション経常は成功したと計ってよい。とはい

え，インフレが激しいトルコであるがゆえに，上のような高利子率でも返

済できたという'''１ｉｍもあろう。
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ペンションにお存を呼び込むために，Ｆ氏はl981IIi夏のシーズンのた

めに，Ｓ"ddcl（/ScﾉlcZei/1("９（1判ドイツ新聞）とｊＷｌ（ｅＲｌｲﾉﾉﾉ･Ｚｂ"!("９（新

ルール新ｌｌｌ１）に広告を|')した。しかし，これはあまり役に立たなかった。

そこでトルコの新lillに広告を１１)した。トルコの凋澗はトルコ国内だけでな

く，ドイツでも発行されているために，イスタンブルやアンカラからだけ

ではなく，ドイツに住んでいるトルコ人もその広くＩＦでＦ氏のペンション

のことを知り，お客としてやって来るようになった。その後は，ｌ｣伝えで

このペンションが宣伝され，１１N説Iにお杵が来るようになった。

１９８１イドはトルコ人旅行秤しか来なかったが，l982fliからドイツ人など，

外国人のツーリストも増えた。アンタリヤにはツーリストｌｒ１けのホテルが

1981イ'１に５軒，ペンションが６軒しかなかった１１$代である，とＦ氏は語っ

た。６`|ｉｆ目のペンションがＦ氏のペンションであった(割)。ドイツからのお

杵はノルトライン・ヴェストファーレン川とバイエルン州からが多かった。

国内ではイスクンプルとアンカラからが多かった。

アンタリヤのツーリスト・ブームは，Ｆ氏の記憶のｌｌｌりで，1982〈I;頃

から始まった。１iii述のように，またil：（９）で述べたように，アンタリヤ市

のレジャーツーリスト向けの宿泊施設は著しく噸えたわけではないし，設

備が老lIj化し，ヨーロッパからのツーリストにとってはサービスも恐いと

映ったはずの''１級ホテルですら繁盛していたのだから，設備の新しいＦ

氏のペンションが繁(催したであろうことは想像に雌〈ない。当時，アンタ

リヤに来たツーリストはパッケージツアー客が少なく，個人ツーリストが

多かったとのことである。ヨーロッパから｢|動１１(で来るツーリストも多かっ

たという。

しかし，海岸はまだ外'１１人ツーリスト向けに|)'1発されていなかった。現

在，ララとならんでアンタリヤili内のｌＥ要なｶﾞI水浴場となっている，アン

タリヤlljllI心部の四に数キロメートルにわたって続くコンヤアルトゥ海岸

(写真１２参照）で，Ｆ氏と1980年にﾉ|(まれた彼の息子が一緒に写ってい

る1982ｲﾄﾞの写真を，筆者は見せてもらったことがある。この写真による
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と，その海岸には，トルコ人ツーリストのための1iii泊施設であるオバが写っ

ている。オバについてはi１１（６）でiijtlﾘ'しﾉﾆが，コンヤアルトゥ海岸のそれ

は，アンタリヤTIjが一般iljhLにlTlYした又の櫛ｌＬ１施設である。６)１１５１三１

から９ﾉｰ１１５［1まで賃貸した。このようなオパが立ち並んでいたコンヤア

ルトゥ海岸は，外国人ツーリストのための場所としてではなく，トルコ人

のために利用されていたと言える。ちなみに，ｌＷｌ２でも，アンタリヤ県の

南西に位置するクムルジャKumlllca（フィニケの近く）にはオパがある。

ここにＦ氏は別莊を持っている。

コンヤアルトゥ海岸のオバについては，ドイツの地11M学者でトルコル}究

の泰斗Hntteroth（1982,ｓ､444)もｌＭｌれている。彼は，1974年当時コンヤ

アルトゥ海岸に３ｋｍにわたってオバが(糊きして建てられていた，と記録

している。またＲａｕｈ（1979,ｓ40-43）も，写真付きで，注（６）で述べ

たオバの概要とＩｎ１じことを，排し〈述べている。呪ﾊﾐ，この海岸のアンク

リヤTlj街よりには，ilj内妓高級ホテルのシェラトンホテルやホテル・ファ

レーズの泊まり客のためのＷ川ビーチがある。その耐泊容の少なからぬ部

分が外国人である。それゆえ，かつてトルコ人ツーリストのための海岸保

養地だっプニコンヤアルトゥは，ＪＡ化外lIiI人ツーリストのために利111され

るようになったといってもよい。とはいえ，その専川ビーチのさらに西は

一般に開放されているビーチとなっており，ここにトルコ人ツーリストが

多数来ている。筆者らの観察によれば，段17:の-tにある高級ホテルの外圧｜

人ｉｌ１１まり客の少なからぬlilll分が，７}ｌｊ１ｉｌではなく，ホテルのプールで｢|ｌＩｊを

すごすことが少なくない。海岸の保雄地に米ながら，海水浴ではなく，宿

i｢1施設のプールを好んでfllIllする伽lf1がヨーロッパ人ツーリストにみられ

るのは，この高級ホテルのil'Ｉまり群だけでなく，ケメルのホリデービレッ

ジでも観察された。

話題をＦ氏に戻そう。Ｆ氏はツアーガイドの資格を持っている。ツアー

ガイド資格試鹸は観光肯が実施しているもので，アンタリヤでは１９８０年

に初めてそのための講習会がＩ)11かれた。３カノlllllの講習を２８人が受けて，
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そのうち２４人が合緒した。Ｆ氏は２冊の成統でｲｬ格した。講習のための

伽'１は観光省が負担したが，合｜fM1こ対して１週'１Mの実地(ｊ｢修が行われた。

この実地研修のための旅行費Illは'二|ＬＬ川１１だった。当時，英語のツアーガ

イドが多かったが，イタリア語が１人，ドイツ語が２人（ドイツ帰り），

アラビア語が１人,、フランス語が２～３人だった。ツアーガイドになった

人の多くはリセの先生だった。

ペンション緑樹とツアーガイドの1,1Ｍで，かなりの収入を得たのであろ

う。Ｆ氏は1984ｲ|ｆに，アンタリヤilj街の火の郊外にあたるララにＩ:地を

購入し，1988ｲIHに住宅を建設し始めた。２〈|：'''1でこれが完成し，1990ｲ'4

にそこに転居した。ペンションから７kｍほど離れたところである。Ｆ氏

がララに土地を購入したころ，この地区にはホテルが１０軒ほどしかなかっ

た。彼の新しい(i２毛は半地下的なｉ１１分も含めれば災質４階建てと大規模で

あり，懇意にしているツーリストには，災'01ﾊﾟﾙｲ'1保養111に４階部分を賃貸

することがある。彼は自宅からペンションまで乗''１１１１（ベンツ）で通勤し

て(に|;をしている。ほかに，アンタリヤilji1li部の郊外にオレンジ農園も所

ｲJしており，ペンション経営のかたわら，叉には膿|刺の経営のために，そ

こにⅡ}かけたりしている｡

現在，ペンション経営のために２人１１１１っている。1人は夜'''１のレセプショ

ンと朝食サービス係りのり)性である。彼はスイスで４，５ｲ|ｆ働いたことが

あり，ドイツ語をある111度iii付ことができるし，フランス語も少しできる

とのことである。もう１人はliT}除｣《ベッドメイキングの女性である。昼|Ｈ１

のレセプションはＦ氏かＦ大人がやっている。学校が休みのときには，

`ｕ子もJH伝うことがある。娘は，既にリセを終えて，あるチャーター飛行

機会i(|:のアンタリヤュ|;業iﾘiで働いている。ノと人は前述のようにオランダ系

ドイツ人である。トルコ語をきちんとγ:校でiYっ/こことはないが，トルコ

語会話に熟達している。｜]常ＩｌｉｈＩｉの''１から，また子供の学校教科書などを

一緒に勉強することによって，［|然と学んだとのことである。
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4．ペンション経営とインフラ・公共サービス

Ｆ氏がペンション経営を始めたころ，上水供給の'３１題はなかった。しか

しゴミ処理の機能はひどいものだった。週１回しかゴミの回収に来ないの

で，道路にゴミがあふれ，悪臭がただようほどだった。社会党政権の時代

は，公共機関の機能はうまく回枢しなかった。オザル政権の時代になって

からようやく改善され始めた。ゴミ処lII1は民営化されてからうまくいくよ

うになった，とＦ氏は評Ⅲiしている。現在は毎l11D1収され，問題はない。

なおホテル・ペンション経営者は，ゴミ処理費用としてベッドあたり１年

に５万リラ払わなければならない。

下水処理施設はまだない。アンタリヤi1jは，1993年から新しい~「水施

設網を建設している。しかし，岩雛がかたいため，工事の進捗は遅い。こ

のI1l1｢hに加えて，Ｆ氏は，十分な資金の手当てができないままに工事に入

ることがあるので進捗が遅くなるのだと解説した。下水処理施設網は

1999年には完成すると期待されているが，どうなるか分からないとＦ氏

はみている。実際，新しいオトガルは２年前に完成予定だったが，１９９６

年秋にようやく完成する。野菜・果物llI荷場は３年前に完成予定だったが，

ようやく1996イドに完成した。このようなインフラ終備はトルコでは遅れ

がちなのである。

下水施設整備のために，実際にはアンタリヤTljは世界銀行から融資を受

けている。Tljの財源は，蕊本的には市民が納める家屋税と土地税である。

これ以外に111火政府から人｢1に応じて割り当てられる財源があるが，その

人｢1は居住登録人口なので，夏に人口が倍増するアンタリヤT1iのような都

Tiiにとって，中央政府からの財源霄'1当制度は不利に作川する。さらに，地

方銀行（IlerBankasl）がインフラ整備のために融資する。こうしたさま

ざまな財源を通じて下水処理施設網の整備を進めている。一般『li氏は，水

に関して上水料金と~卜水料金の２つを毎ﾉﾘ納入している。前者は止水の使

用料金だが，後者は下水処理施設網整備のための財源に使われている。将
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米的に，アンタリヤIliはト水浄化施設を２つ没|［(することになっていると

のことである。１つは，Iljのi)qNllにある港のそばに，もう１つは束のララ

の後背地に建設することになっている。

なお，一般家庭の場合，２０トンまでの｣z水をｲlllllすると１トンあたり２

〃’千リラの料金がかかる。２０トンを越えると１トンあたり１０万リラに

なる。さらに下水道料金として１８万リラかかる。Ｆ氏は，1996年７）1分

の料金として，全休で851,250リラの料金を水のために支払った。８)1分

はもっと高い料金を文払うことになるとのことである。

リJ在の~卜水処Hl1は，各家尾ごとに地卜に｣UI1識した３つのタンクでⅢ１番に

1,．水を処IML，これをｊｉｋ終(l(]にはその場所の｣自のなかに流し込んでいる。

しかし，その処HI1で十分かどうか，疑Mllである。人祁iliにおける不法占拠

染滞のトルコ的形態であるゲジェコンドゥの(1;宅家ｈｉは，１つか２つのタ

ンクしか用意していない。浄化装樋をlil意しないと怨臭がするから，ゲジェ

コンドゥといえどもiiii易な浄化タンクは没ＩＩＴされているはずだが，ｈ11段の

ｉ1,1度が粗悪なことが多いという。ゲジェコンドゥでは選挙前になると(1{宅

処i没が活発化する。選挙比の歓心を買うために，政治家が違法建築に|]を

つぶるからである，とＦ氏は解説した。そのようなlll1ll1で，下水浄化装

悩も不十分だというのである。なお，Ｆ氏のペンションの場合，最終的に

は地ﾄﾞ４～５メートルのところに卜水を流しているとのことである。lUl卜

にﾄﾞ水を流し込む場合，もっと深い所に流し込んでいる場合もある。人ｌｊｌ

Ｉ蛇1;テルは独|皇|に浄化装世を没(ＩＭＬ，沖合に流している。下水処El1が以｣１

のような実態にあるので，アンタリヤの貰菰な観光資源である海そのもの

が汚染し，ツーリズムに打撃を与える可能{ｌＩｉがないとは言えない。

5．ペンション経営の転換期

1990年代に入ってユーゴスラビアで内戦が始まると，ドイツなどから

[Ijliﾉﾉ''1でトルコまで来ようという人は激減した。イタリアまで[1勅I|[で来

て，そこからフェリーでトルコに来るという逆もあるが，フェリー料金は
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高くつくために，やはりこうした個人ツーリストの噸ＩⅢはｖｌめない状態だっ

た。ドイツの人手旅行代m11iliは，飛行機と人ホテルを細み合わせたパック

旅行をますます優先的に扱うようになり，ツーリストもそちらに流れるよ

うになった('0》。その結果，このような小さなペンションは不利になった。

.そうはいっても，このペンションは，なじみ，あるいはなじみの知り合い

がコンスタントに来ているものと)化ilIllされる。筆者らが1995年８１１にヒ

ヤリングのために訪問したときには，オーストリアからのお客が帰|Ｊ１する

ところだった。また，1996｛|(8)]に筆者らがＦ氏のペンションにi1W在し

ている|H1に，ドイツから乗11111〔でフェリーを使ってイタリア総[11で来た大

学:教授夫妻が，このペンションに宿泊したこともある。この夫妻はlir1し

かしなかったが，オランダ人の初老夫妻は比較的長く||ﾙｲEした。

ほかに，１９９６ｲ'１夏に筆者らがＡペンションに宿泊していた際に，ここ

に｛ｉＷＩ１した人たちは次の通りであった。カラアリ公剛|＆にあるスタジアム

の１１<(|ﾘI設備電気|H1係の工事をしていた４，５人のトルコ人たち。７，８歳の

子どもを連れたトルコ在(]iのトルコ人家族。Ｆ氏の親戚のドイツイ１;(l{トル

コ人姉弟。姉は二｢ども１人をともなっていた。他方，弟は許婚者を伴って

いた。この許ljlWfはオランダlJil鰭トルコ人であり，１Ｍｲ[ドイツのケルンの

旅行代E'1店で働いている。』１，Ｍjは，約３週''１１の１１１帰り保養にトルコに来て

いたのだが，故郷はカイセリでありながらそこには１週llM滞在しただけで，

むしろアンタリヤにより長くi１Ｍしていた。Ｆ氏はフランスからのグルー

プ旅行客と言っていたが，フランス人というよりもトルコ人的風貌をして

いた数人のグループも宿ilrlした。さらに，Ⅱ;体の分からない，うら勝い女

性も１人泊まっていたことがある。ミニスカートをはいて初散歩に'１１かけ

たりしていた。

Ｆ氏のペンションは確かにそこそこ繁幟しているし，’１４際ツーリストも

利)|Iする。しかし，国際ツーリストはⅢ’１人的にトルコを訪れるツーリスト

か，イｌｉ外トルコ人に限られている。ここに1ｉＷ｢1するお符の半数以上はトル

コlR1内に住むトルコ人となっているし，それにはもはやレジャーツーリス
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卜の範艤に入らない人々も含まれるのが現状である。

ｌｌｌｉ１ｌｊのツーリストに対する｣ご産物屋とカレイチのペンションについては，

次のような認識をＦ氏は持っている。前者は衷退Mlrilにある。そのlll1lll

は，観光窓が買わないからだ。そうした土産物ｈ１は，コストに比べてＭＩＩめ

て高い値段をつけるので観光杵は買わない。もう１つの衰退Il11ll1は，人手

の二h噸物店チェーンが郊外に人規模な111;をつくり，パックツアーで来たツー

リストをガイドが辿れていき，そこで買い物をすませてしまうからである。

そうした大規模ＩＩｌｉの１%ｉＩｌｉｌｌＩは，アンタリヤTlj内のものよりもかえって高い(１１１

段だが，ツーリストはl上牧できるわけではないので，そこのlHi格で買って

しまう。もちろん，このような大規模店はリベートをガイドなどに払う。

他力，カレイチのペンションの所有はどんどん変動している。所有荷は

アンタリヤ以外の所に(|{んでいる人が多い。トルコ全休に所有者は分散し

ている。農民もいれば，公務員もいる。労働行，１１W人でペンションを持っ

ているものもいる。トルコへのツーリストはチープツーリストであり，iil1i

YIiをあまりしない。ホテルに飲み物がMiえてあっても，外で買ってきてili

fYしている。飛行機がドイツとトルコの'''1で700マルクもするのに，１週

''１１のパックツアーのⅡ(〔段がこれよりやすい。これではもうかるはずがない，

とＦ氏は述べていた。

アンタリヤをめぐる１１(|際ツーリズムの現状を」そのように見ているＦ氏

は，ペンション経営からり|退することを決心している。息子はまだリセに

皿っている年齢であるが，イ|【余11些活に入るのだと述べた。それだけのliRえ

があるということであろうが，｜両１時にペンション経営の将来展望がⅡ問いか

らでもあろう。呪ｲI;のようなマスツーリズムの時代に，ペンションという

零：１１|規模の経営ではやっていけないと見ているのである。しかし，ペンショ

ンの｣2地と建物をＴ放すつもりはない。ペンションを綴営したいと考えて

いる人を見つけて賀ｉｆするつもりなのである。つまり，ペンションのオー

ナーは続けるが経営からは手を引くということである。息子もペンション

絲営をｿ|き継ぐ意思を持っていないのである。
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1V・アンダリヤ旧市街地のペンション群

１９９６ｲＩｉ８)]に，カレイチに11ﾉ地するペンションのいくつかにヒヤリン

グを行った(Ⅲ)。ヒヤリングの対象としたペンションは，全体を代衣するも

のでは必ずしもない。これらは，この｣地のキリム原から特徴のあるペン

ションだというliIjfllを得たり，また，外観から判断してｲ丁力なペンション

に含まれると考えられるものである。キリム屋というのは，カレイチで絨

毯の一種であるキリムを販売する日本人女性とそのﾉとのトルコ人のことで

ある。このトルコ人は１９９２ｲ|:からアンタリヤiljに[[み，1995年から，あ

るペンション総↑:↑者が所ｆjする建物の－１１１を(|｣iりて，剛光二l:産１１１７としてキ

リムの製造，修I1l1，販売を行っている。そのため，ここでの観光確業の動

lfilに詳しい。このようなヒヤリング対象の選定のゆえに，かえって，アン

タリヤのカレイチに立地するペンションのﾘＩＬＪｉｌ１的姿が，やや誇りIiされた形

であるにせよ，浮かび上がるものと考えられる。

1．相対的に経営が安定しているペンション

（１）Ｍペンション

ノ佼初に，」も記のキリム原ﾉと変の家主である，Ｍペンションから細介し

よう。オーナー)|〔経営者であるＨ氏は，４３歳の男性で，少なくとも代々

200ｲｌｉはカレイチに居住してきたと自称するカレイチっｆである。アンタ

リヤで27番|=|にfIi気を引いた111緒ある家柄だとのことである。ＤＭ：の居

住地はカレイチではなく，３ｲ|；ほど前にペンションから''1で１０ク)Ｗ,1度の

郊外にマンションを購入し，{ｌｊｌ]ペンションの袴lJI1に皿っている。ペンショ

ンをＩｌ１Ｉ業したのは決して早くはない。1989（'２のことである。それ以前，

この他物は晋jumの氏家でありＨ氏の自宅だった。1988ｲｌｉにもとの家lLiAを

極ﾉﾉ残す形で，ペンション綿濁のための岐低限の改装を施した。改装費は

約25,000ドルで，銀行等からの融資は一切受けずに|:|ﾉﾉで捻(')した。資
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金川j(はそれまでのllj籍だとのことである。

↑)↑業Ｉ)Ⅱ始当初の部ｈ１数は６部屋あったが，客があまり来なくて収入が不

安定なので，1995ｲ|;１０１１に，1階部分を改装してIiIifiliにした。これを，

キリム雌夫斐とレンタカー屋に衝貸している。1階には'''''-12間程度のペ

ンションのレセプションのみを残している。現在の部帰数は２人部屋１，

４人部l舟１１，５人部Ａｌｌの３部屋で，合ｉｉｌｌｌベッドという小規模なペンショ

ンである。料金は一般に，２人部屍一i｢1で150ﾉjリラ，５人部屋を３人で

200ﾉ〕リラ，長lUI>|ﾙｲ|:者は５人部Ｉ調の１１１部屋が，１ベッドあたり５０ﾉ〕リラ

である。ただし，冬)ﾘlのオフシーズンには値引きするし，夏でも交渉次第

で他ﾘ|きには応じるという。

（|ＨＩ１Ｉ]の1簡泊客数は延べ約千人１J,Ｉ度で，艦本的にはトルコ人をIlj心とした

長lU1illlｲIi者が多い。叉にはドイツ人や[l本人の個人旅行者も宿ｉｎし，平均

1iliil9I[|数はｌ５１Ｚ１とのことである。しかし，キリムlぅ;夫人によれば，術１９１

者はほとんどがロシア人商人や，ルーマニアから完ｲﾄﾞにきた女性，あるい

は保徒にきたトルコ人家族であり，１～２力)]近く淵ｲl;するとのことであ

る。ｉｎ光I]的のIlDl人旅行者がこのペンションに>i（|まるとすれば，それはキ

リム屋で斡旋した'1/|Ｎ人旅行背がほとんどだとのことである。なお，細介

料は一切とっていないという。

汽察は，Ｈ氏によれば，夏で80％，その他は６０％うまるとのことであ

る。また，夏以外の群はほとんどトルコ人ビジネスマンであるという。し

かし，キリム屋大人の観察によると，夏の稼働率はそのili1度だが，その他

はとても６０％に達していないとのことである。特に冬は，たまに［|本人

学生が宿泊するぐらいで，ほぼゼロに等しいとのことである。ただし，キ

リム展は，ここでまだｌ冬しか経験していないため，Ｈ氏の言が１１１１巡っ

ていると断言できるわけでは必ずしもない。両者の嵩がどちらもj［しけれ

ば，それは1995｛'2の冬に，このペンションに宿iinする人が，それまでと

比べて激減したということになる。

杵が全くいない冬場でもペンションを|)１１じることはない。Ｈ氏|÷1身は，
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現ｲ1;のペンション経営は利縦もあがっているので，今後も継続したいと述

べている。むしろ，部屋数をｌｉｌＬ，経営規椣を拡大し/こいという意|(１１を持っ

ている。

Ｍペンションでは，労(lil1ﾉﾉとしてアンタリヤ在住のトルコ人を１人雇っ

ている。彼は，レセプション・ｌ１ｌ屋掃除・佼番などのすべての労働をこな

している。ペンション開設)11初の２年''１１はyllの人を雁っていたが，｜訓)で

きないので解歴したとのことである。その後は，途１１１の兵役ｊ０１ｌＩｌ１を除いて，

上記の人をずっと雇っている。彼の通勤|Ⅱi1%1は徒歩で２０分以内である。

昼'''１の１１時からl51Mrくらいまでは，Ｈ氏がレセプションを担当するが，

その他は彼が全てする。このiii1い人の月給に関するIIllUにＨ氏は暖昧に

しか稗えなかった。一般論として，１５０ノノ～200万リラ（ドル換算で約

180～200ドル）だとのことである。Ｈ氏が不在｢'1に，」の雇い人に確認

したところでは，ノ]に８０ノノリラだった。一般にカレイチでは，絨毯展の

フルタイムアルバイトのﾉ1給が150ドル前後だということなので，この雁

い人'二1身は不満を持っていて，「畔めたい」と言っていた。Ｈ氏は絲営状

態がliWと述べていたが，１９９６ｲ|：春に，２階のペンション部Ｉ１ｌの貸貸をキ

リム雁に打診してきたことがあるので，災際には，ペンション経営はｲﾉ｛し

いと思われる。

ちなみに，Ｍペンションの納税額は，１９９３年所得5,720万リラで所得

税1,556万リラ，｜両1様に199`l〈|：所得’億3,980ﾉﾌﾞリラで所得税3,819刀リ

ラ，l995fl1ｿT得２値7,880ノノリラで所得税7,614万リラであった。

Ｍペンションは，観光筒の木端機関であるアンタリヤ観光協会と全く

関係を持っていない。ＴＩj役所との関係は，改装時に景観保存部''１１の窓'-1に

改装''1請に行ったｉｌｉｌ度とのことである。’'1;iIiの了続きは，まず改装1iiiの写

真を添えて'''論Ｔ１Ｉを提出し，改装後に改装iiiと外観上の変更がないかどう

か，１１j役所からの瀞査が入り，それにパスして開業許TUiil1iが発行された。

１Ｗ|;，レセプションには，５祁灯(の免許・ii'１:１J証顛が)}ﾙﾎﾟされている。第

１にIlI11IIi許可証lﾘｌｉ１１で，これは過去の犯罪Ｉｌｆの有無が瀞侮された１２でアン
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クリヤ県警察から発行される。第２に週末・休日労働許i1I証で，これはア

ンタリヤT1jが発行する。ペンション経↑l〈背だけでなく，サービス業のほと

んどが係fjしている。第３に，’11悦庁発行の納税証|Ⅱ|;I}である。第４に，

労働省から発行さ;１１る営業盗録ill;lﾘ}証である。これは，５ｲﾄﾞ毎に史新され，

その際に手数料をとられる。館５に，専''１１難祁許１１証である。Ｈ氏によ

ると，これらのうちペンション経営に必撰木可欠なのが第１，第２，第４

の許ｔ１証だとのことである。カレイチ内で営業しているペンションの経営

者のなかには，こうした免許・評iJ証灯iをM』たない者も少なくないという。

Ｈ氏の友人の|i柵によると，lHilj街を欽観保存的に１１１１)'１発するＷ｢しい

TIj街llu計Illiがあるとのことである。そのため，カレイチ内の高僧ビルや新

式の建築物は，illilHi2000ｲＩｉまでに壊されるか，立てnILIされるであろう。

このようなilll;'１発が行われるならば，無免ii'１:経営者は経徴権を茨１１鯨される

であろう，とＨ氏は子ｊｌｌｌしている。

今後のカレイチのペンションでは，経営:行の交代がますます激しくなる

であろう，とＨ氏は予想している。その'''1''1として，彼は，ツーリスト

の絶対的減少，ペンション経営や観光箙業に疎いプロでない経営および経

悩戦１１&地代・町Y料の大きな負担を挙げた。ＭペンションのＪ１/地する

付近について言えば，乗IllIliやタクシーが蹴繁に往来して観光客が立ち11弓

れる状ﾙﾑにないので，TIiがＩＩｉｌｌ１１ｊの迦行をUlIlillして環境終llliを行えば，ペン

ションや土産物Ⅲ{の経営状態も好転するであろうとJzillllしている。Ｈ氏

いわく，iljには既にそういうilj街地整llli高I111liが存在するが，なかなか火行

に移されないらしい。イヴリミナレからマリーナに~|､.I)る道路は，既に乗

)'111(の通行が封n1jされたので，ペンション・三上産物原ともに，売り」zげが

人きぐIIllびたらしい。逆に，彼のペンション界隈はかえって交通品が噛加

し，ますます，観光存が立ち１１きまれなくなったと，強い不満を表lﾘＩしてい

た。」L記のキリムハ１６|両I怠凡であった。

Ｈ氏には，カレイチの全般ｎ１なことも[1111に話してもらったので，そ

の典点を以下にまとめておく。彼の幼少のIJi，カレイチタトのオトガル（（



トルコへの|iil際ツーリズムの発述とアンタリヤのペンション群６９

スクーミナル）のあたりはklllばかりだった。他〃，ＤＪ（[シェラトンホテル

が立地するあたりは森林だった。ペンションが建ち始める以前のカレイチ

の｣鷺地は，ほぼ地元のカレイチづrが所有していた。ペンションが少数な

がら建設され始めたのは，1984ｲ|{lJiからで，ITjllIfに外盗系のホテルも処

,没され始めた。ペンション建設がたし！(けるのは，１９９０ｲ|;代にはいってか

らで，地元のカレイチっ子はペンション経営に参入するか，古くなった家

隈をよそ者に売って，カレイチ以外のアンタリヤTljlﾉlに(1;むようになった。

カレイチっ子が｢Ｉらの｣:地と家屋を利１１Iして比較的'i(〈からペンションを

締↑》↑した例としては，Ｋペンション，Ｅペンション，、ペンションが躯げ

られる゜

以｣二のような｝I氏の記憶は，iiijlirまでに記したアンタリヤTljにおける

1iWlCl施設産業の充llu助|h]とほぼ平lﾉ(があう。

（２）Ｋペンション

ＩI氏が挙げた}〈ペンションのオーナー瓶経営行の家族構成は，Ｓ氏

(80歳）とそのＵ『.（46歳)，及び`Cl､子の家族である。ｓ氏はギリシャIiji

Iliまれのトルコ人で，アタテュルクのギリシャ・トルコ'''1(１２氏交換政雄に

より，５歳のlMiにカレイチに来て，それ以来ずっとⅡ；みつづけている。移

(]製iWjに現ペンション（3戸一）の)(}地の区画を，」地・家屋付きで政１１:｝

から与えられた。この他にも，１Ｍｲ|；のアンタリヤ空港付近に農地をLjえら

れ，移化当初は農業を鴬んでいた。9』ｲ[，彼のＩ地は合計して１ドヌム

(約T-m2）になる。1951年に，ＩＷｌ;のペンションがあるjYl地でバッカル

(食料品店）をＩｌｌ１業した。ペンションをｌｌＩ１業したのは１９８１年だった。ペン

ション経営は息子のすすめによっている。

1981イ1:当時のカレイチにはペンションが５軒ほどしかなく(12)，ＩＩＩｌ業当

Ｗ１はよく儲かった。１９８１年には!U(に跿観保存に|兇ける法111があって，ペ

ンション経営と改装に際しては，文化・剛光省と毒MIDI(Ｗ了委員会の認１１を

受ける必要があっﾉﾆ。Ⅱijl7家族のI212tiは』』在，アンタリヤ博物館付近にあ
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るが，Ｓ氏はこのペンションに仇んでいる。

岐近，二lJUl・家l製を買いhlして，Ｉｌｌｊ続きの新Ｋペンションを，１９９６年

４)1から新装l)M業している。この新装I)lLj業に際して，老Ｉ１ｊ化していた||］Ｋ

ペンションとパッカルも含めて，改装]:lliを行った。改装期間は６～７カ

ノ]で，了上地代も含めて約２０低リラかかった。改装・Ｉ:jlulI肺入費１１１は，公

務11であった息ｆの退職金，Ｓ氏の二l者地の一ｉＩｌを売った代金，Ｊｉｔやili金属

を光った代金で」:illiした。改装・噌築の許'１１が下りるまでに，ｌ～２カ月

かかった。文化・観光省にｌｌｌｉ１Ｉｉして，建築家を雇ってi没｢;|･してもらい，文

化・観光肯と哉肌保存委員会のＭＩｌＩに合致するかどうかを瀞査され，よう

やくiﾉ1:１１が下りﾉﾆ。経営は''1ペンションとバッカルをＳ氏が，新ペンショ

ンをｕｒが拙｣iしている。

Ｕ』ｲＩｉの部屋数はWTll]両ペンションを合わせて，1人１１１１臆が１，２人邪屋

が３，３人部帰が２，合計６邪|舟』で１３ベソドになる。１１Ｗ|`|料は|[1ペンショ

ンの〃が１ベッドあたり２５〃リラ，｜面1棟にWTペンションの〃が５０ノノリラ

である。旧ペンションは設(Wiも１１｢〈汚いので安くしているのである。

ペンション綿↑)↑は全て家族ﾂﾉ鋤ﾉﾉでまかなっており，ｌ｢l11lI者はいない。

レセプションやhi}除等は全てＡｉ１ｒが}11」iし，Ｓ氏も刑八う。夏場はI｢lj佼生

の孫娘がレセプション等をＪ１伝う。下の孫娘はまだ９歳なので何もしない。

息子の妾は学校教iiIliをしているので，１ＭJI<｣にはペンション経営にはIjL1写

しない。夜番はＳ氏が拙」ｉするが，夏場の満員時には，．ＵTも新ペンショ

ンで佼番をする。

’'1ペンション邪の杵層に関しては，トルコ人や(に|「できたロシア系の長

ｌＵｌｉｌＩＩﾄｲ'1者が多い。Ｈ１場は，トルコ人以外では，ドイツ・オーストリアから

のⅢ１人旅行者と，ロシア・來欧・'|]央アジアからの(]:Ilil三|的の客が多い。

夏I易にはトルコ人が約半分を,'iめる。’'１リミアジア系のiIiWrl客はツーリスト

ではなく，ロシア人ツーリスト|rりけのliIiに助めている111稼ぎ労働行である。

ウズベキスタン・キルギスタン・カザフスクンから来た人が多い。叉場の

客案稼働率は)1によって異なる。1996ｲＩｉの場合，６)lは少なかったが，７
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月は多かった。７０～80％程度の稼働率だとのことである。冬場は(|:g|;I｣的

のトルコ人客が約80％を占め，残りは避寒にきたロシア人が多い。稼働

率は冬場でも５０％程度はある。新ペンション部は開業してまだＩＩｌｌがない

が，トルコ人観光客と欧米の個人旅行者が多い。広告は特にしていない。

オトガルの客ﾘ|きからの宿泊客の導入もない。

このように，比較的順調に経営されているペンションではあるが，キリ

ム原大人によれば，売春にきた長101洲ｲ[女性が||]ペンションによく１１{Iまっ

ていたとのことである。

（３）Ⅱペンション

維営が比較的安定しているペンションの事例として，もう一つ，Ｈペ

ンションを挙げることができる。このペンションのオーナーは1994イドに

トルコＩＲＩ鱗をとったベルギー人女性（フラマン語圏111身）である。彼女の

兄は，シリアに近いシャンルウルファ県シベレキ||}身の1955ｲＩｖｌＩまれの

トルコ人女Ｉｌｌｉと結鯛した。子供２人をもうけており，｜両l様にトルコl1illiliを

Ⅱ)(得している。Ｈペンションのオーナーである彼女はアンタリヤ郊外に

'1{むが，兄夫婦がliilペンションに寝泊まりして管１１Mしている。

このペンションの経営は１９９０ｲﾄﾞからで，さら地をI1Mi人してペンション

を新築した。外国人が土地を人手するのは困難だったし，営業許可証のⅡ)（

得も難しかった。

部尾数は２人部ﾄｨﾐが１０室，３人部屋が２室の計１２部)笹であり，ベッド

数は２６である。宿泊料は外'五1の旅行者は２人部屋で７５マルク，トルコ人

llillﾉl旅行行は５０マルクに設定している。ペンション経営はオーナーの兄

が，２人の地元のトルコ人を扉って行っている。

1996ｲIujZの群はトルコ人と外国人の比率が７：３際度である。例11:と比

べて，トルコ人の比率が低下し，外国人比率が｣i界した。外ｌｍ１人の術｢1行

の圃繍は，ベルギー・フランス・イタリアのlllliに多い。平均櫛１４|[|数は

l`１１１ぐらいである。旅行エイジェンシーとの取引はないが，ベルギーイI；
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住の母が時折ベルギーで新聞広告をＩＩＬたり，彼女のコネで知り合いなど

が宿泊する。例年の夏場の窓室稼働率は１００％近いが，1996年は６０～７０

％程度である。1995年の秋から９６年の春にかけての稼働率は非常によく

て，欧米からの観光客を'''心に８０％近くあった。冬にトルコ人が宿油す

ることは少ない。

2．不安定なペンション経営

経営者が所有者でもあるペンションの経営は，比較的安定している。し

かし，上記のキリム展夫妻によれば，カレイチのペンションの経営者はよ

く代わる。これらの経営が不安定なペンションは，大きく２つの類型に分

けることができる。一つは経営者が代わってもペンションの名前が変わら

ない場合である。もう一つは経営者が代わってペンションの名前も変える

場合である。数的には，前者のほうが後者よりも多い。ペンションの名前

を変えないHl1ll1は，アンタリヤを訪'１１Ｉする旅行者はリピーターが多く，ガ

イドブックにも|Ⅱ名で掲城されているからで，名前を変えるとデメリット

しかないからである。経営者が店の業務を行ったり，旅行客と接すること

は余りないので，経営者が代わっても甚本的にはIMI題ない。この代表とし

て，Ｃペンションが挙げられる。

後者の場合には，売春や違法営業等で警察の手入れを受けて営業停止を

くらい，ペンションのイメージを変えるために，名前も代えてしまうよう

な場合もある。しかし単に，経営者が代わって名前を一新する場合のほう

が多い。ペンション経営者には，地元のカレイチの人以外では，コンヤ・

ウスパルタ・イスタンプル等のアンタリヤ以外の{11身者が多い。彼らの前

職は，ペンション経営と関連しなかったことが多い。以下，最近，経営者

が代わったペンションの事例を紹介しよう。

(1)Ｃペンション

Ｃペンションは，オーナーのＣ氏が経営している。彼はブルドゥル出
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身の２８歳のり)性で，英語とドイツ語がしゃべれる。アイドゥンのアドナ

ンメンデレス大学の観光判:}を卒業後，エーゲ海岸きってのリゾート地で

あるクシャダスで，小さなホテルのレセプションをして金を貯め，２３歳

の奥さんと結婚してすぐ，カレイチでペンション経営を1995年１０）1から

始めた。子供はまだいない。

彼が所有しているのはペンションの建物であり，赦地は元カレイチ(]ｉｈＡ

でLM([はアンタリヤ市内の別の場)ﾘiに仇んでいる老年の女性のものである。

Ｃ氏は彼女に３年契約でｲｌ２ｌＩ１１２低リラのFii貸料を，1996ｲ'２３)]から支払っ

ている。賃貸時の係i'1;金は一切なく，CIC'41身は安い賃貸料だと思ってい

る。高くついたのは，ペンションの建物と没(Illiの〃だった。Ｃ氏は前のペ

ンション経営者から，ペンションのｲ､１，１１}没llliの一Ul合財を１２億リラで||}；

入した。物件lIMi人後は，ljJ房の没(Wiと(､IIl)する二'二産物屋を少し改修した樫

度で，ほとんど丁を川|えていない。ペンションの名前は前経営=者からのも

のを継承した。悪い名前ではないし，ガイドブックにもその名前で掲載さ

れているから，変えようとは１１L(わなかった。現ﾊﾐのペンションの形態に誰

がいつ頃改修したかは知らない。１iiiの経営行は，シリアに近いアンタクヤ

のイスケンデルン１１１身で，外l1iliWiがまったくわからず，２人の使１１１人を厭っ

て，1年間経営しただけで失敗したとのことである。｜iii経営者は現在，ア

ンタリヤT1j内でレストラン経↑;『に紙兆している。ペンション物件情報は，

前経営者が{IIした新llil広(』rを凡て知り，ilL1【接対Ⅲiして交渉した。

ペンション経営の現状については，必ずしもよくはないが，夫婦２人で

働いて充実感があり，まあまあ満足しているとのことである。以前働いて

いたクシャダスのホテルは冬にlV1めたが，ここカレイチは冬にも宿7121客が

いて１年通して働ける。冬にはＷ川ビーチを持つ梅(}いのホテルはがらが

らになるが，カレイチには一般剛光容や避寒にきたロシア人やビジネス存

がくる。１９９６ｲＩｉの冬には容察が全てうまったこともあった。少なくとも

賃貸契約した３ｲl2lIilはここでがんばるつもりであり，新しいホテルもたく

さんできるであろうが，ここは血julがいいし，Iii7r1費も安いので経営して
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いけると思う，とＣ氏は語っていた。

現在の部屋数は，２人部屋が４，３人部屋が１，４人部屋がｌの合計６部

屋１５ベッドで，全室にホットシャワーとトイレが付いている。敷地内に

は，土産物屋・レストラン・バーコーナーを設けている。宿泊料は夏場で

2人部屋が100万リラ，1人で占有すると７５万リラになる。冬場は同じ部

屋を１人で60万リラに値下げしている。１週''１１以｣Zの長期滞在者には１０

％の値引きをする。

ペンション緤営は夫婦２人の労働力で，レストランでの食事の提供等一

切をまかなっている。我々が訪問した際には，Ｃ氏の姉が家族で遊びに来

ていて，保養半分手伝い半分といった感じだった。手伝いを雇いたいと思

うが，貸金の文払いを考えるととても雇えないし，信頼もできない。何と

か利締がでるのは，敷地を安く借りて，夫婦で経営しているからだろうと

思っている。

宿泊客はトルコ人が70％近く占める。保養にきたトルコ系ドイツ人も

宿泊するが，多くはイスタンブルやアンカラからの行楽客である。ただし，

秋から冬には仕事[Ｉ的の人が多かった。トルコ人以外ではベルギー人・イ

ギリス人・フランス人・アメリカ人のlllnで多い。日本人もたまに来る。彼

らは個人旅行者である。

ペンション経営の許可証は，犯罪歴がない限り簡単に取れる。まず開店

前に，土地権利書・家主との契約書等をアンタリヤ県に提||}し，最終的な

許可はアンタリヤ市警察からおりた。全ての手続きに３～４カノ]かかり，

`営業|;M始前にT1jの方から{M察が来て，あちこち詳しく点検してまわった。

官僚主義的だと思う。観光協会の御墨付きは別の基準で評価されるので，

改装が必要になる。金がかかるので取得する気はない。

（２）Ｉペンション

［ペンションもＣペンションに似ている。しかし，経営状態はもっと悪

い。経営者は３５歳の男性である。生まれたのはアンカラだが，育ったの
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はブルドゥルである。高校卒業後にドイツの大学で旭気工学を勉強し，５

(lillll過ごした経験を持つとのことである。とはいえ，ドイツ語会話はＨ１ら

ない程度である。IiiilIiiはララや，エーゲ海岸のマルマリスでホテルの支配

人をしていた。

Ｉペンションのrl:地は賃貸で，１９９３ｲ|ﾐから５年契約で借りている。９６

ｲ|:時点での賃貸料はｲ'２１''１４億リラである。初年度はマルク建てで突画(１１に

はもう少し高かつﾌﾟﾆ。年々賃貸料を家主と交渉して1,.げてもらっている。

ペンションへの改装は1990年に家]{が行い，光りに|')したとのことであ

る。家主はこの蚊1mに居住するカレイチっ子であったが，現在はアンタリ

ヤTlj内の別のI笏所にIil1(lｉしている。このペンションの経営者は］993ｲI；に

小さなバーコーナーを噌設しただけである。ペンション経営のきっかけは，

ここの家主が知り合いで，経営をもちかけてくれたことにある。

夏場のペンション業務は，経悩行とアンタリヤにあるアクデニズ入学の

り)二r学生と２人で行っている。学化は黒海方i(iiのシノプ''１身である。彼の

Ⅱ給は約150ドルであり，雁い人としては高めである。経営状態はよくな

い。そのHl1lI1は，ペンションの111立による過当競と【}と，Ｉペンションl1lil辺

のjUm行量の少なさなどの立地条(１:の恐さが挙げられる。このペンションは

|｣本譜のガイドブックにも掲救されているが，１９９６ｲ|ﾓはほんとうに客が

少なく，困っていた。冬場は外ＩＲＩ人観光客が少なく，（１２事関係のトルコ人

が多い。経営状態をよくするには，レストラン等を拡充し，部屋数を｣Ｉ初Ⅱ

するのがいいだろうと砦えているが，実際のところ，できることならペン

ション経営はもうやめたいと語っていた。

（３）Ｙペンション

売存に関わる例として，Ｙペンションを挙げることができる。この建

物は普迦の民家だったが，クルド人の女性がドイツ入り)性から金銭的援助

をしてもらって，１９８７年頃に建て１１１[された。設立１１１〔後から売春を韓liIす

るようになり，地元カレイチのトルコ人の間では「女が買える」ベンショ
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ンとして有名になっている。完ｲﾈ婦はほとんどがロシア人かルーマニア等

の火欧人で，買い下はトルコ人が多い。欧米からのIill体・グループの観光

存は，ファミリーかカップルが'''心なので，あまり買わない。海外からの

観光容で女性を買うのは，Ｉﾉ1人旅行音がほとんどである。売春は，このペ

ンションでなされるわけではない。客が斡旋された女性をタクシー等で辿

れ'l}し，別の場所で「｢'''1恋愛」として行われる。それゆえ，このペンショ

ンは売春1iiiというよりも，光ｲﾄﾞ斡旋術と言ったﾉﾉがよりi[雌である。

Ｙペンションは，たびたび降察のＴ入れを受けて，警告的に休業にさ

れたことがある。ＢＭｉ，オーナー兼経営行であったクルド人女性は，騨察

の手入れ後に別の経営行をill1い，÷し1人はオーナーとして賃貸料で収入を得

ている。警察による二F入れ・休業は，設立後よりＩ１１１ｌ[jlかあり，そのたびに

名前も売春の実態も変化せずに，経営者だけがすげ勝えられている。l1iIi代

絲徴者はクルド人だったとのことである。このペンションは，カッパドキ

アの旅行代I1MIliと契約していて，カッパドキアからの｢I本人ツアーがその

火態を知らずに宿il{1することもある。我々が1996｛|:８１１２４１]の午後４１Ⅱj

lJi，’111き取りのため訪llIlしたところ，観光協会から過｣《に授かったプレー

トは，文字がii1iえるようIillI〕とられていて，そのプレートの上に“We

llavefreeroom,,とｌＵｉ０紙がされ，隠されていた。ここでの聞き取りは

lUiられ犬。

（４）Ｇペンション

もう１つ，このタイプのペンションと思われる!|;例を紺介する。Ｇペン

ションである。これは複政の人物が共同経常しているものであり，その．

人のＡ氏からヒヤリングを行った。Ｇペンションの名称はアゼルバイジャ

ンのlUl名と一致する。そこからｌＩＩｉｉｌｌＩされるように，アゼルバイジャン人が

常術とするペンションである。Ａ氏は，アゼルバイジャンのトルコ１１'|の

)Ｉ！び地であるナヒチェバンlll身の元アマチュアボクサーで，トルコ在住ｌＩｆ

約１年になる。トルコ人'11後にアンタリヤに直行し，約半年'''１，アンタリ
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ヤiljlhの別のところで働いたが，給料の遅配に怒って辞職し，1996ｲ'１２

)lからＧペンションの実質的切り|偽りを任されている。オーナーはアン

タリヤのマナヴプルトイ１２住のトルコ人で，気がむいたllfにふらっとペンショ

ンによる程度である。

Ａ氏によると，ペンションのlIM没llH次は不lﾘ1だが，ペンションの建物

｢|体は少なくとも150年以上の'１１家原を改装したものだそうだ。’'１座は隣

の家屋の石稔み畷とテラス付きのペンション部に|ﾙ1まれ，静かで落ち着け

る感じのペンションである。彼の給料は)|に約1,200ルノラである。Ａ氏

はほかに，個人的にロシア人ビジネスマンの通訳をして稼いでいる。この

ペンションでili式に雁)'１されているのは彼だけだが，良101の宿ilrl客がl]々

のペンション総↑;↑を手助けしてくれる。しかし，彼らには一切給料は払わ

れていない。

宿泊客の国繍は，多い順から，アゼルバイジャン，トルコ，ロシア，ｌｌ１

ソ述[|]央アジア誠IRIとなる。年''１１の延べ宿泊客数は約T-人だが，そのうち

アゼルバイジャン人が約半分をしめ，」記の国々からのお客を合il.すると

９１''1以上に達するとのことである。トルコ人も含めて，彼らはビジネス・

18ｉｌｌ１でアンタリヤに来る長期#ﾙｲl;のiil舶客であり，iiiM光[I的に来る人は極

めて少ない。たまに，日本人や欧米人の個人旅行行が術｢|することもある。

アゼルバイジャンから外国への|Ⅱ稼ぎ選好地は，以1iiiはロシアであった

が，１M在では］にトルコ，２にロシア，あとは(にｌｉがあり，行けるlj1Tなら

どこでも行くとのことである。トルコへの交ilmY1iはバスを利I|Iすると，

200刀～300万リラですむ。トルコにおけるアゼルバイジャン人の(|:jliは，

]iとしてロシア人金持ち相手の｣もI'i｢:物I扇での販売業ｲﾂﾁで，毛皮・皮製,!｢１１，店

や宝飾店での勤務が多い。アゼルバイジャン人に文払われる月給は，｜両l様

の(l:事をするトルコ人の約半分（500ﾉ〕～1,000ノノリラ1111度）であるが，

散発的な迦訳業報の臨時収入もある。アゼルバイジャンは経済状態がよく

なく，現金収入を狸得しうる職に付くのは困雌である。トルコでは，ロシ

ア語とトルコ語の会話ができるなら，職を見つけるのは容易である。アゼ
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ルバイジャンでは５人家族で１１に1,000万リラもあれば充分なので，節約

してトルコで1〈ｲ|{ほど(M1けば結ｲﾙな金になる。’'１火アジア諸国からのliVilTI

群も同様に，ロシア人ｲ|｢IHの販売業や通訳として働いている。トルコ|刊|ﾉｌ

におけるアゼルバイジャン人の稼ぎは，雄水的にロシア人観光客の存ｲ|;に

依存しているのである。アンタリヤ近郊に在(1{するアゼルバイジャン人は，

Ａ氏のjlIiil1l1によると，400～500人程度である。彼はアゼルバイジャン人

の就職の斡旋もしているので敵が広く，彼が直接知るアゼルバイジャン人

だけでも１００人を超えているという。

さて，Ｇペンションの)Wlli{数は，於本的には３人祁屋が９宝だが，夏場

はテラスを開放してｌＯＮＩｌｈ{になる。ベッドはiiil易ベッドも'１}すので，お

およそ４０弱のベッド数になる。宿n(|費はｌベッドあたり１泊３０万リラで

あり，これは破桁の安さである。

以｣:のようなヒヤリングだけでは，Ｇペンションが，前述の類型に凪す

るものかどうかは不Ｉﾘ|である。しかしながら，２１明らはｌｉｉ１き取りｌＩｌに，Ｇ

ペンションにいたスラブ系の女性が，タクシーでペンションに乗り付けた

り)性と何処かへ''1かけるのを'二|盤した。また，シャワーあがりのスラブ系

の女性がバスタオル姿でうろうろしていた。我々が，後日，Ｇペンション

に挨拶しに行った際には，」し|両|経営者のトルコ人が，’１１庭のベッドで女性

と戯れていた。印象として，充ｲﾄﾞを行っているように恩われる。このよう

な捌趾l気からすれば，少なくとも売春斡旋的な機能を，このペンションが

果たしているものとlIliill'１される。カレイチに(1;むほかのトルコ人も，ほぼ

そうであろうと思っているとのことである。

（５）、ホテル

ホテルという石板をｌｌｊげているが，実質的にはペンションであるＤホ

テルは，この類に隅すると附斤１．できる訳ではないが，ある種のいかがわし

さを持っている。１Ｍ総↑)↑:行はブルドゥルl[|身でコンヤアルトゥに｛|；む３０

歳のＤ氏である。キリム|認大要によれば，このホテルの経営者と従業員
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はすべてクルド人だとのことである。しかし，風貌からは判断不能であっ

た。Ｄ氏がＤホテルの経営に乗り出したのは，1992年である。敷地と家

屋は1990年に，前の借家人を介して100万マルクで，ペンション付帯設

備を含めてlIlMi入した。３０年前にこの敷地はカレイチ在住の船乗りだった

人物のもので，もともと，この元船乗りの親類がここでペンションを始め

た。当時は，現在のホテルと同じ名前を持つペンションだった。Ｄ氏が，

この物件を購入した後すぐに，Ｉｉｉ庭に新しい棟を増築し，壁を塗りかえた。

レストランとバーコーナーも増設した。冬場の１月と２月は掃除・点検を

兼ねて休業閉店している。

現在の部屋数は２人部屋が１２，３人部屋が４，ダブルの部屋が３，合計

１９部屋の４２ベッドである。２人部屋の宿泊料が150万リラで，一人で泊

まるなら８０万リラになる。余室にホットシャワーとトイレが付いている。

Ｄ氏の奥さんはペンション経営を手伝わない。ここで働いているのはＤ

氏以外に，レセプション業務に１人，客室清掃業務に１人，バー・レスト

ラン業務に２人，夜番と遊軍に１人の計５人である。夜番はＤ氏の親類

で給料は払っていない。その他の従業員は，全て近所に住む人である。レ

セプションに月３７０マルク，掃除人やギャルソンには一律に)１２００マルク

程度を払っている。

客層としては，ドイツ・フランス・オランダからの個人旅行者が多く，

国内のトルコ人旅行客は少ない。ロシア人旅行客は金持ちなので，このホ

テルよりも格-lxのホテルに宿Ｉｉｒｌする。ロシア人女性は売春をするから宿ｉｎ

をさせない。客室は，夏になるとほぼ常にうまるが冬は少ない。今後もペ

ンション経営は継続したいと思っている。

このようにＤ氏は語っていたが，どこまで真実か疑わしい。筆者らを

観光ガイドブックの調査者とかんぐっていたようであった。キリム屋火妻

によれば，前述のＭペンションに宿泊していたある日本人学生が，Ｍペ

ンションに宿泊していたルーマニア人売春婦を買おうとしたところ，Ｍ

ペンションの雇い人に室内での売春を禁じられた。そこで，Ｄホテルを紹
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介したところ，１人の宿泊費でルーマニア人女性を引きずり込むことに，

Ｄ氏は即同意したという。キリム屋夫妻が[|本人観光窯をＤホテルに，

宿泊料を確認して送り込んでも，宿ncl料がころころ変わったり，Ｄホテル

の従業員が女性旅行者をデートに強引に誘うということもあった。

3．小括

以上のような諸里|;例を総合的に考察すると，不安定な経営を強いられる

のは，一般的にみて，土地・建物の所何者とペンション経営者が別で，経

営者が高い地代・レンタル料を文払わなければいけない，という場合であ

る。地元の人が|÷1分の土地でペンションを経営するか，土地ごとペンショ

ンを買い取るかしない限り，ペンション経営は苦しい。利益があがるとす

れば，土地が|]分のもので賃貸料を支払わなくてすむ場合であると思われ

る。その場合でも，必ずしもペンション経営が安定するというわけではな

く，家族労働力でまかなうか，ペンションのための建物の一部を，より安

定した収入の見込めるサービス企業などにも賃貸して初めて，経営が安定

するものと考えられる。

不動産所有者は口八Ｔ手八丁で高いレンタル料を提示し，契約に持ち込

む。地元の人は経常が成り立たないと分かっているが，よそ者はアンタリ

ヤやカレイチの観光状況を知らずに借りてしまうことが多い。そういう経

営.者たちは，夏のハイシーズンに充分な利撒を得ることができず，冬のロー

シーズンの閑i1i烏的状況に恐れをなし，再度売りに出し，次のシーズンは

違う経営者に代わる。

ペンション総営者に対する賃貸料が決して安くないという事例を２つ挙

げる。１つは，ケシクミナレ付近の１４部屋の物件で，1996イド６)]現（lﾐで

保証金が７〃マルク，賃貸料が年に７千マルクだった。この物件は，カレ

イチで最も安い部類に属する。もう１件は部屋数が１２～１３部屋で，１９９６

｛li6月現在で保証金がｌ刀２Ｔ･ドル，賃貸料が月に1,200ドルである。上

記のキリム屋によると，このレンタル料では経常は成り立たないだろうと
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のことである。実際，イＩ２ｌＩｌｌＴ･人のお群を見込めるとすれば，７千マルクの

賃貸料を払うには，お客1人あたり，７マルクの賃貸料を見込む必要があ

る。経営者[1身の労働コストや光熱此’|ﾘ1食代などを含めた諸経費を上乗

せし，さらに利､iをあげるためには，２０～３０マルク程度の１泊料金では

やっていけないと思われる。火際のカレイチでの宿ill料金は，この線度が

|{]場であるにもかかわらずである。

また筆者らが，カレイチ内のあるｲql山)》i｢;物件を管HI1しているトルコ人か

ら聞いたところによると，ＣペンションとＨペンションが並ぶブロック

の角向いの空き家は，二Ｍu・建物込みで35刀マルクであった。一般にカ

レイチの不動産売買は，剛杵と不li！Ⅱ卿讃の'''1に('|'介入が介在する。（[|'介入

は不動産所有者の知り合いであることが多く，売り出されている物件に住

んでいることも多い。ちなみに，」記キリム原のIIIiのレンタル料は，道路

沿いの部屋が年llI15千ドル，奥にあるもう－部屋が月に1,200ノｊリラ

(140から１５０ドル）する。

しかし，ペンション経常は，オーナー維営の場合でも決して安泰ではな

い。１９９０年前後にペンションの数が急l柳するほどに，1980年代後半以降，

多数の観光客がアンクリヤを訪れた。しかし，近ｲｌｆ，来訪客数が減少しつ

つある，という認識を経営背たちは持っている。Ｂペンションもそうであ

る。これは，1993ｲＩｆにコンヤ''１斗のオーナー（_[を地込み）が経営してい

るペンションであり，Ｉ]水にも『1Ⅲ球の歩き方」の旧版で好意的に紹介さ

れたために，日本人個人旅行ｶﾞﾊﾞが多く桁IilP'し繁IIHしていた。しかし，1996

ｲ１２に[１１版された新版では，Ｉｄｌ人旅１Ｍ:からの否定的投稿が掲載され，同年

の夏は日本人個人旅行者が意図的に避けて通るようになった。そのため，

現在の経営は苦しくなっている。

Ｖ・おわりに

トルコの国際ツーリズムの一人センターであるアンタリヤで鮖保養客Ｉｉｉ１



8２ 

けに設立されたペンションの経営は，1980ｲﾄﾞ代には繁艦した。トルコへ

の，そしてアンタリヤヘの'１１際ツーリズムとＩＲ１ｌﾉlツーリズムが隆樵したか

らであるし，その{l;Ｉには術>|(llitj談が不足していたからである。１９８０年代

iiiiJl《に開;没されたペンションは，ヨーロッパ人観光蒋をあてこんで，１M人

的に投資できる範ｌｌＩＩで設立されたものである。その思惑はあたったと言え

よう。

しかし，現在では，初Ⅲlの成功に刺激されて設立されたペンションの急

l柳により，施設の供給過剰という状態にある。それゆえ，ペンション経営

は一般的に厳しい状Ｊｕにある。にもかかわらず，あるいはそうだからこそ，

新築や修復｢l]のペンションも少なくない。東欧・ソ述での社会主義体制の

IDI壊と，ユーゴスラビアでの内戦が激化してから，トルコへのヨーロッパ

からのツーリストが，人企業オペレータのiKiI1nl1に人きぐシフトしてきた。

そのような中で，ペンションに泊まる寡層も変化してきた。確かに，アン

クリヤTljのペンションは，ドイツやフランスからのツーリストをあてこん

で設立されたものが少なくないし，実際，このようなilLil0<からのツーリス

トが宿i｢Ｉしている。しかし，１９８０年代初めから，ili欧からのツーリスト

だけでなく，アンカラやイスタンブルなどから米たトルコ人も宿泊したと

言える。1990（|皇代になると，そうしたツーリストにl111えて，東欧・ロシ

ア，さらには''１火アジア洲'《1からの来訪符が，アンクリヤのペンションに

櫛【|する客として大きな比j1Iiを,!iめるようになってきている。

この東欧やⅡ]ソ巡航域から来てペンションに1｢ihiiil(Ｉする人々の多くは，い

わゆる観光客ではない。彼らは，より富裕なロシア人観光客を相乎に，｜：

'i｢;物k4で勘い/こり，迦訓などを務めて稼ぐためにアンタリヤに来たのであ

る。その際に，安Illiなilii易耐il2I施設としてのペンションに起居しているの

である。中には，完ｲﾄﾞのために来る人々もいる。その群は必ずしもより寓

裕なツーリストというわけではない。しかし，ツーリストが内外から多数

くる１１２名社会だからこそ，アンクリヤで充ｲﾄﾞというＵ』象が'三|に付くように

なっているとも衿えられる。その意味では，光ｲﾄﾞのためのアンタリヤヘの
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外'１１人来訪も，111際ツーリズムが生みIllしたと言えよう。

ひとたび，このような質的劣化の道をペンションが歩み始めると，その

うわさが，氾淵する旅行ガイドブックなどに掲載されたり，口コミによる

|洲』拡散を経て，ますますIlil人旅行寡が敬遠する宿ilm|施設となる恐れが強

い。また，個々のペンションの経営は苦しくとも，｜:のような需要がペン

ションに対して根強くあるとすれば，ペンションの|ＭＨが下水処l1l1などに

からんだ環境保余の問題をリ|き起こしかねない。

しかし他力で，カレイチのペンションは，街並みＣＭ政策のゆえに成功

し，その保全に一役買っているというlllliIIiを持っていることもI|;災である。

また，家族経悩を'''心とした零細企業ではあるが，アンタリヤでのＩｎ１Ｉ１１の

確保にも寄与している。さらに，観光灘兆に不可欠のﾂﾉ働力にとっての安

lilliな1iii泊所という意味もある。旅行がIﾉil人的な楽しみであれば，Ｉｌｉｌ性を追

求する旅行者は決してなくならない。そうした個人ツーリストに対して，

Ⅲ対的に安Ⅲiでくつろげる，またエキゾチシズムを満足させる宿il1l機会を

提供するという，ペンションの穣極的な役lIfllは依然として重要である。個

人ツーリストが，今後蝋えるかどうか，これは国際ツーリズムをめぐる人

手ツアーオペレータの宣伝ﾉﾉと，ツーリスト'二|身の好みの変化に依存して

いるので，必ずしも楽観できない。しかし，旅行が人手ツアーオペレータ

にｷⅡ職されればされるほど，それは画一(Ｉ１なものになりやすい。人手ツアー

オペレータは，より豪華な旅行を，より安いlilli格で提供しようとするから

である。こう:えれば，ペンションの経徽が完全に行き詰まると断ずるこ

とができるわけではない。

カレイチにあるペンションの''１で，あるiWiのいかがわしさを持っている

ものが少なくないということは事実である。しかし，アンタリヤを訪れて

みればすぐ分かることだが，公休としては健全なリゾートである。その中

で，｜|]ili街であるカレイチは，その迷路のごとき街路と，オスマン様式の

建物，立ち並ぶl:産物屋，レストラン，ペンション１１V，そして，トルコ人

と外国人とであふれかえる狭い街路，というようにまさしく西欧人のｎか
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らみて「オリエント的」券ljIl気がただよう，しかし同時にヨーロッパ的要

素もｲｶﾞびた界隈なのである。このような所にあるiWiのいかがわしさが/F在

するのは避けられないことであり，それがアンタリヤiliへのツーリズムの

魅力にもなっている。しかし，そのいかがわしさが，雪ダルマ式に膨らん

でいくのであれば，貴重な観光資iMiが劣化してしまう。

』Ｗｌｉのところ，ilj欧のガイドブックは，カレイチのペンションを好意的

に扱っている。ペンションが良質の水準を維持し，カレイチが内外のツー

リストにとって今後とも魅〃を与えつづけることができるかどうか，この

問題はペンションの存ｲl;形態に大きく依存する。ペンションの供給が既に

過剰となっており，それゆえ淘汰されて減少していく，という予想が関係

者からのヒヤリングからうかがわれる。しかし，他方において，今もなお

新設されるペンションがあることを，われわれは現地で観察した。そして，

現に過去数年，」杣Ⅱし続けてきた。今後もさらに一層蝋えるかどうか，こ

の問題は，大きくみればトルコにおけるツーリズムの今後の動向にかかっ

ていると言えよう。そのJﾘﾉlrilは，同Illiに掲げたツーリズムの７つの要素の

うち，ツーリスト，ツアーオペレータ，政１１:1.1m〃自治体が，どのように

行動するか，これらのIMIのIll互作111によって左ｲ｢される。

言うまでもなく，マスツーリズムをｌｕうツアーオペレータは，その商品

の中にペンションを組み込むTTI能性は低い。そのようなＩ１Ｗ１１ｊＩ１１に対して，ツー

リストは，［1己が求める多様な選択としてのツーリズムを火現しようとす

れば，ツアーオペレータの影響をあまりうけないペンションという１１Ｗl施

設に紋らざるを１１｝ない。IlllﾉlH的な行勁をとろうとするツーリストの班求に

応えうるようなサービスを提供できるほどに，ペンション('''１が実力を持て

るかどうかが'１１１題となる。政府･地力｢|治体は，１｢ii;ｉｎ施設に対する硯iljllの

強化・綾「１１を通じて，ペンション経徴に影響ﾉﾉを行使できる。のみならず，

滞在的ツーリストに対してペンションＩ|#の魅ﾉﾉを宣伝しうる力も持ってい

る。継悩)iM模の小さい個々のペンションだけでは，とうていそのような力

を発illできない。もちろん，ペンション群が(ﾀﾞﾘえば組合を結成しこれに
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よってマーケティングを行う道も論理的にはありうる。しかし，浮沈と経

営者の入れ替わりが激しいアンタリヤのペンション業界では，組合化の道

は事実上厳しい。それを誘導しうる主体があるとすれば，政府・［1治体で

あろう。この意味からも，政府・自治体の役割は小さくないと言える。

付記：本稿は，平成７，８ｲ１２度に，文部省科学研究費補助金を得て行わ

れた国際学術研究「トルコをめぐる国際ツーリズムと都市発展の

柧互作111に関する；{:会地11M学的研究」（研究代表者：東京都立大

学都市研究所教授111林－樹，課題番号：No.07041063）の研究成

果の一部である。ヒヤリングに応じてくれたトルコの人々に感謝

する。また，文献収集の一部については，研究チームの一員，東

京都立人学の若林芳樹氏にお世話になった。そのほか，この研究

プロジェクトに参jl1した方々にも，現地での間取りの解釈などを

めぐる議論をしていただいた。記して感謝する。

《注》

（１）ここで言うツーリズムとは，ピジネスツーリズムを除く，余暇を活用する

旅行のことを考えている。

（２）トルコが国際ツーリズムにおいて急速に成長した国であること，そこでは

トルコ政府の積極的なツーリズム開発政策が煎要な役割を果たしたというこ

とについては，Ｙａｍａｍｏｔｏ（1997)を参照されたい。

（３）アンタリヤ市の成長・都市開発と国際ツーリズムとの関連については，水

内俊雄（1996）を参照されたい。

（４）言うまでもなく，トルコ国内のアンカラやイスタンブルなどから，多数の

トルコ人もアンタリヤに保養に米る。こうしたllil内ツーリズムも含めて，夏

のアンタリヤiliの実質的な居住人[｣は，1990年代半ばすぎには百万人近く

に達するようになったと言われている（水内，1996,ｐ86)。

（５）検討したガイドブックは，英語のものがＴｌ"杓Gy，７WCRo1《gハＣｌｲﾉ“の

1994年版，Ｔﾋﾞｲｧ☆c)'‐(ｚｊｍ[/cﾉｓ("Dj2ﾉαﾉﾊﾞﾋﾞｉｔの１９９３年版，Ｂ/【(ｃｃ!‘ideT1ｲﾄﾞﾒﾋﾟｅｙ

の1995年版，FbdorIsEjrP/Clﾌﾞ"９７１"力の'の１９９７年版，ドイツ語のものが

BqedckerTiW舵iの１９９３年l仮，フランス語のものがＧ１ｲﾉｄｅＢｌｌ（ＧｓＴｌ"v1ｲiｅ
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の１９９６年版，ノ`ＣｇｌｌＭＣｄｌ（ＲＯＩｲｍｌＹｌＴＩ"171（ｉＣの1997イ'2版，ＧＩｲﾉ`ｅＥｄｉｌわ'1ｓ

ノｌｌﾉﾛＳＴＩ（'Vwだの1996112版である。

（６）トルコ人の叉の保災の(|:万は，伝統的には，ｉ(・illuで過ごすものだった。高

地ではヤイラというiii易な小屋をしつらえ，そこで熱將を避けた。しかし，

1960年代末ころから，叉の保養のためにihj岸で過ごすという行動が，次第

に普及した。海岸でも，ヤイラに頚似する簡易な小屋を('IHI)，そこで家族が

過ごしながら，働き二1Kは職場に通うという形態が普及するようになった。

海岸に作られた又の保雄のための小屋をオパと呼ぶのである。詳しくは，

H6hfeld（1995,Ｓ｣85-187；1986,ｓ､74-93)，HiilIcrolh（1982,ｓ411-444)を

参照されたい。

（７）Ａペンションでのｌｈｌき'(|<りは，1995年８１１に脳部啓二（成１１奥大学)，水内

俊雄（大阪TlT血人学)，１１１本健児の３人で行った。その概要を''１本が}l(りま

とめ，１９９６ｲIi8）１，Ｆ氏とＦ夫人に読んでもらって確認した。このｲ1:には，

Ａペンションに>ﾙｲI;''１，随１１$，１１１本がＦ氏から１１１１き取りをし，I995fliの'１１１

き取りをilli足した。

（８）カイセリに役商した人々は事業の才能を持っており，各種の工業部'１１１で成

功した。この人々はUAｲI【でもドイツに住んでいるとのことである。こうした

企業はl脈lMに成艮し，メットマン以外やドイツ以外のところに住んでいるト

ルコ人からの|||筏も１１１１やしていった。以上のようにＦ氏は語ったが，その

ことは未確認である。なお，在外トルコ人がⅡI溢してトルコに企業を設立す

る動きの鳴矢は，l965lI:１２１]にドイツのケルンで設立されたテュルクサン

（Tiirks(、）という企業だった。これ以降，1970ｲﾄﾞ代末までの，こうしたい

わゆる「トルコ人労働洲･企業」については，Ｓｃ、（1983)が詳しい。

（９）ちなみに，Ｆ１〔によれば，当時のアンタリヤにあった外国人ツーリスト|fり

けのホテルは，Yenillolel,YalmMotel，Taliallotcl，ＳｔａｒHotel，Ｂ〔iyiik

Hotelしかなかった。また，外国人ツーリストもilqlまることができる水iViの

ペンションは，ElllckPansiyol1,BayramOglnPaIlsiyolloAltanPansiyon，

TurelPansiyoll（ララに立地)，それに名称不lﾘ}のものをIⅡえて５軒しかな

かった。Ｆ氏のペンションは６満目の外国人ツーリストＩｆ１けペンションとし

て設立されたのである。これらのうち，RalI11（1979,ｓ34-36)が記述してい

る１９７０年代末のアンタリヤ市内の主なホテルのうち，一致する名称はビュ

ユックホテル（グランドホテルという意味）だけである。Ｒａｕｈ（1979,ｓ3`I）

によれば，これは1960ｲl:iiii後に設立された，＃M光行のライセンスをlmi()し

たホテルとして，アンタリヤで鎧も丁!｢いものだった。このホテルの所ｲｲ背は，

Ｒａｕｈの調査の時点ではある宗教教'11になっており，イスラーム復興をめざ
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す教団の政策の故に，このホテルの経営者は酒類の販売を禁止されていた。

そのために，外国人ツーリストもトルコ人ツーリストも，ホテルの経営者に

抗議することが多かったとのことである。また，建設以来，修繕を怠ってい

たので，設備も老朽化し，必ずしも快適なホテルではなかったと記されてい

る。それにもかかわらず，１９７７年の１)]から９)】までの期間１１１，７４のベッ

ドを持つこのホテルは，平均して９０％の回転率であり，そのうち外国人が

約22％を占めた。夏になると外'1K1人の比率は３５％に上昇した（Rauh,1979,

ｓ､36)。Ｆ氏によれば，アンタリヤTIi｢|]心部にほど近い海岸よりの見晴らし

の良いところに，ビュユックホテルという中級ホテルがあった。これは

1985年頃まで存在していた。このあたりには病院もあった。しかし，国際

ツーリズムのための市街地111開発の過縄で，これらは取り壊された。現在，

ここはアタテニルク像が立つ公園となっている。

(10）ただし，さまざまなツーリズム産業関係者からのヒヤリングによれば，近

年，ヨーロッパからの大衆ツーリストは３スター級のホテルを組み合わせた

パッケージを購入する傾向が強まっているとのことである。そのため，高級

ホテルの経営は決して安泰というわけではない。また，筆者らの観察によれ

ば，コンヤアルトゥ海岸沿いに新築されたアパートホテルは専用プールを備

えており，３スター以下の等級のホテルよりも安く泊まれるが，相当な繁盛

ぶりであった。

(11）この聞き取りは，松村が行った。

(12）５軒のペンションがカレイチのなかにあったのか，それともアンタリヤ市

内ということなのか，残念ながら未確認である。1981年は，第３章で詳述

したＦ氏のペンションも開業した年である。１９７８f12ころにはまだカレイチ

内部には１軒も宿ilLI施設がなかったとＲａｕｈ（1979)は記録しているので，Ｓ

氏が語る「カレイチ内に５軒」というのは，アンタリヤ市内と理解したほう

がよいだろう。
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iilIi1liiii1iill''1111篝lｉ１ｌ１ｍｉｉＩ

写真１アンタリヤ''1港（ヨットハーバー）ごしに見たカレイチ（|[1Tljuj）

手Ｉｉｆｊに城壁が見える。［l'ﾘﾐの新しい集合住宅を除くと，低平な雌物群で構成されている。

1995年８月寺阪撮影。

写真２ハドリアヌス''１の上から見たカレイチと新市街

手前の低い建物W「（ｊＷｌｌｌ）と新市街（城外）のコンクリート雄て【Ｉ】層住宅とのコ

ントラストにili愈コイ｢下樹イミの|川にイヴリミナレがIILえる。ｌ９９６ｆｌ２８ｌＩ寺阪伍影.
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lilll 

写真３カレイチの上産物店と外国人客

狭い路上に店を広げている土産物店，「ｌｉｌｌで人通りが少い゜1995ｲ１５８月寺阪撮影。

熊
鱗

霧iriii
建鐸

写真４カレイチのホテル。

この地域で最も古くから営業していて，ほとんどのガイドブックに取り上げられて

いる。１９世紀後半の伝統的石造りで，特別ライセンスホテルに指定されている。

1996年８月寺阪撮影。
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職

■l1iIiiIidlillll 
写真５カレイチのペンション

ｉｌｉいオスマン様式の(i;宅をほとんど改装せずに使用している。１９９６年８)]寺阪撮影。

： 

写真６カレイチのペンションオスマン様式の建物

外側を少し惨H1している。同じ様式の建物が連続している。イイ端の塔はケシクミナ

レ。１９９６１１２８１１４jllX11il影。
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J１ 

写真７カレイチのペンション

所しい微式の住宅をペンシコンにしているもの。トルコ人

家族祥がタクシーでiWiしたところ”l996fl：８)l寺阪１１M影。

写真８１:ＩｌｉｌＩ１のベンション

イi造りの土台に人造の２階をの11ている。（ｔ'二が'〕を漆喰で甑る。ｋ{'１１は赤瓦。

1996年811守阪撒彫。
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1銭!;Ｉ

写真９新TlＩ街111心部からカレイチに入った地点

1[miは時計1%とパシャモスクのミナレ。1995ｲi:８jlllI水磁影。

写真１０ゲンチリク・マハレから伽ごしに兇た断崖'2の新ilj街

一満左手にある２つの建物が71j内Al高級５スターのホテル。手前の断崖下にはアグ

ラル・ビーヅが見える。1995年８ノ１１１１本搬影。



9４ 

1ii霧鑿i露11震鑿

写真１１新ilj街の一画にあるペンション

入り「lの案lAl表示からロシア人ないしロシア語がj｝（能な人1111を顧窓としていると推

定される。１９９６年811111本撮影。

i鍵i灘篝讓ii蕊ij1iH1雲Lfji11lll3

写真１２砂利浜のコンヤアルトゥ海水浴場

背後の111はベイ１１１脈。海l;1111火右手は，雌高級ホテル専川lＸ耐となっており，ホテル

宿i111群が利用する。波打Ｉ)際にいる人の多くl』トルコ人である．１９９６ｲIi8j1IlI水搬影。


